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-2-2-2-2-2-2-2 1.建物概要等1.建物概要等1.建物概要等1.建物概要等1.建物概要等1.建物概要等1.建物概要等 建物概要建物概要建物概要建物概要建物概要建物概要建物概要

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所

延べ面積延べ面積延べ面積延べ面積延べ面積延べ面積延べ面積 (　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m 2222222

階数階数階数階数階数階数階数 地上(      )階地上(      )階地上(      )階地上(      )階地上(      )階地上(      )階地上(      )階 地下(      )階地下(      )階地下(      )階地下(      )階地下(      )階地下(      )階地下(      )階

建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積

塔屋(      )階塔屋(      )階塔屋(      )階塔屋(      )階塔屋(      )階塔屋(      )階塔屋(      )階

備考備考備考備考備考備考備考

階数に算入しない階階数に算入しない階階数に算入しない階階数に算入しない階階数に算入しない階階数に算入しない階階数に算入しない階

・無し　・有り（　　　　　）・無し　・有り（　　　　　）・無し　・有り（　　　　　）・無し　・有り（　　　　　）・無し　・有り（　　　　　）・無し　・有り（　　　　　）・無し　・有り（　　　　　）

高さ関係高さ関係高さ関係高さ関係高さ関係高さ関係高さ関係

(　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m(　　　       　)m
2222222

高さ (　     　)m高さ (　     　)m高さ (　     　)m高さ (　     　)m高さ (　     　)m高さ (　     　)m高さ (　     　)m

軒高 (　     　)m軒高 (　     　)m軒高 (　     　)m軒高 (　     　)m軒高 (　     　)m軒高 (　     　)m軒高 (　     　)m

工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別
・新築・新築・新築・新築・新築・新築・新築 ・増築・増築・増築・増築・増築・増築・増築 ・改築・改築・改築・改築・改築・改築・改築 ・移転・移転・移転・移転・移転・移転・移転

・大規模の修繕・大規模の修繕・大規模の修繕・大規模の修繕・大規模の修繕・大規模の修繕・大規模の修繕 ・大規模の模様替・大規模の模様替・大規模の模様替・大規模の模様替・大規模の模様替・大規模の模様替・大規模の模様替

構造概要構造概要構造概要構造概要構造概要構造概要構造概要

構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別 地上地上地上地上地上地上地上
(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造

備考備考備考備考備考備考備考

架構形式架構形式架構形式架構形式架構形式架構形式架構形式
 X方向 X方向 X方向 X方向 X方向 X方向 X方向

 Y方向 Y方向 Y方向 Y方向 Y方向 Y方向 Y方向

(                       　　　 )構造(                       　　　 )構造(                       　　　 )構造(                       　　　 )構造(                       　　　 )構造(                       　　　 )構造(                       　　　 )構造

(                       　　　 )構造(                       　　　 )構造(                       　　　 )構造(                       　　　 )構造(                       　　　 )構造(                       　　　 )構造(                       　　　 )構造

耐震構造耐震構造耐震構造耐震構造耐震構造耐震構造耐震構造

方式方式方式方式方式方式方式

・耐震構造・耐震構造・耐震構造・耐震構造・耐震構造・耐震構造・耐震構造 ・制振構造・制振構造・制振構造・制振構造・制振構造・制振構造・制振構造

・免震構造(免震層の位置　・基礎下免震　・中間階免震(      )階・免震構造(免震層の位置　・基礎下免震　・中間階免震(      )階・免震構造(免震層の位置　・基礎下免震　・中間階免震(      )階・免震構造(免震層の位置　・基礎下免震　・中間階免震(      )階・免震構造(免震層の位置　・基礎下免震　・中間階免震(      )階・免震構造(免震層の位置　・基礎下免震　・中間階免震(      )階・免震構造(免震層の位置　・基礎下免震　・中間階免震(      )階

基礎方式基礎方式基礎方式基礎方式基礎方式基礎方式基礎方式

・直接基礎(・独立　・連続　・べた　・　　　　）・直接基礎(・独立　・連続　・べた　・　　　　）・直接基礎(・独立　・連続　・べた　・　　　　）・直接基礎(・独立　・連続　・べた　・　　　　）・直接基礎(・独立　・連続　・べた　・　　　　）・直接基礎(・独立　・連続　・べた　・　　　　）・直接基礎(・独立　・連続　・べた　・　　　　）

・杭基礎(・場所打ちコンクリート杭　・既製コンクリート杭・杭基礎(・場所打ちコンクリート杭　・既製コンクリート杭・杭基礎(・場所打ちコンクリート杭　・既製コンクリート杭・杭基礎(・場所打ちコンクリート杭　・既製コンクリート杭・杭基礎(・場所打ちコンクリート杭　・既製コンクリート杭・杭基礎(・場所打ちコンクリート杭　・既製コンクリート杭・杭基礎(・場所打ちコンクリート杭　・既製コンクリート杭

 ・鋼管杭　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・鋼管杭　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・鋼管杭　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・鋼管杭　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・鋼管杭　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・鋼管杭　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・鋼管杭　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 適用箇所は 適用箇所は 適用箇所は 適用箇所は 適用箇所は 適用箇所は 適用箇所は

 図示による 図示による 図示による 図示による 図示による 図示による 図示による

2.構造設計条件等2.構造設計条件等2.構造設計条件等2.構造設計条件等2.構造設計条件等2.構造設計条件等2.構造設計条件等 計算方法計算方法計算方法計算方法計算方法計算方法計算方法

外力等外力等外力等外力等外力等外力等外力等

備考備考備考備考備考備考備考

地震力地震力地震力地震力地震力地震力地震力

設計用一次固有周期設計用一次固有周期設計用一次固有周期設計用一次固有周期設計用一次固有周期設計用一次固有周期設計用一次固有周期

地震地域係数(Z)地震地域係数(Z)地震地域係数(Z)地震地域係数(Z)地震地域係数(Z)地震地域係数(Z)地震地域係数(Z)

(          )秒(          )秒(          )秒(          )秒(          )秒(          )秒(          )秒

Z= ・1.0　・0.9　・0.8　・0.7Z= ・1.0　・0.9　・0.8　・0.7Z= ・1.0　・0.9　・0.8　・0.7Z= ・1.0　・0.9　・0.8　・0.7Z= ・1.0　・0.9　・0.8　・0.7Z= ・1.0　・0.9　・0.8　・0.7Z= ・1.0　・0.9　・0.8　・0.7

地盤の種別地盤の種別地盤の種別地盤の種別地盤の種別地盤の種別地盤の種別 第(     )種地盤第(     )種地盤第(     )種地盤第(     )種地盤第(     )種地盤第(     )種地盤第(     )種地盤 Tc=(      )秒Tc=(      )秒Tc=(      )秒Tc=(      )秒Tc=(      )秒Tc=(      )秒Tc=(      )秒

標準せん断力係数標準せん断力係数標準せん断力係数標準せん断力係数標準せん断力係数標準せん断力係数標準せん断力係数

一次設計一次設計一次設計一次設計一次設計一次設計一次設計

二次設計二次設計二次設計二次設計二次設計二次設計二次設計

X方向X方向X方向X方向X方向X方向X方向 Y方向Y方向Y方向Y方向Y方向Y方向Y方向

風圧力(施行令風圧力(施行令風圧力(施行令風圧力(施行令風圧力(施行令風圧力(施行令風圧力(施行令

　　　 第87条)　　　 第87条)　　　 第87条)　　　 第87条)　　　 第87条)　　　 第87条)　　　 第87条)

風圧力(施行令風圧力(施行令風圧力(施行令風圧力(施行令風圧力(施行令風圧力(施行令風圧力(施行令

　  第82条の4)　  第82条の4)　  第82条の4)　  第82条の4)　  第82条の4)　  第82条の4)　  第82条の4)

地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分 基準風速(V )基準風速(V )基準風速(V )基準風速(V )基準風速(V )基準風速(V )基準風速(V ) 速度圧(q)速度圧(q)速度圧(q)速度圧(q)速度圧(q)速度圧(q)速度圧(q)

・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分
速度圧(q)速度圧(q)速度圧(q)速度圧(q)速度圧(q)速度圧(q)速度圧(q)－－－－－－－

平均平均平均平均平均平均平均

(             )m/s(             )m/s(             )m/s(             )m/s(             )m/s(             )m/s(             )m/s

積雪荷重積雪荷重積雪荷重積雪荷重積雪荷重積雪荷重積雪荷重

区域区域区域区域区域区域区域 ・多雪区域・多雪区域・多雪区域・多雪区域・多雪区域・多雪区域・多雪区域 ・多雪区域以外・多雪区域以外・多雪区域以外・多雪区域以外・多雪区域以外・多雪区域以外・多雪区域以外

設計垂直積雪量設計垂直積雪量設計垂直積雪量設計垂直積雪量設計垂直積雪量設計垂直積雪量設計垂直積雪量 (            )cm(            )cm(            )cm(            )cm(            )cm(            )cm(            )cm

単位荷重単位荷重単位荷重単位荷重単位荷重単位荷重単位荷重 (            )N/m/cm(            )N/m/cm(            )N/m/cm(            )N/m/cm(            )N/m/cm(            )N/m/cm(            )N/m/cm
2222222

垂直積雪量の低減垂直積雪量の低減垂直積雪量の低減垂直積雪量の低減垂直積雪量の低減垂直積雪量の低減垂直積雪量の低減 ・低減する　　・低減しない・低減する　　・低減しない・低減する　　・低減しない・低減する　　・低減しない・低減する　　・低減しない・低減する　　・低減しない・低減する　　・低減しない

構構構構構構構

-3-3-3-3-3-3-3構構構構構構構
1.軽微な変更への対応1.軽微な変更への対応1.軽微な変更への対応1.軽微な変更への対応1.軽微な変更への対応1.軽微な変更への対応1.軽微な変更への対応

(あらかじめの検討)(あらかじめの検討)(あらかじめの検討)(あらかじめの検討)(あらかじめの検討)(あらかじめの検討)(あらかじめの検討)

施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更等(位置の変更)施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更等(位置の変更)施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更等(位置の変更)施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更等(位置の変更)施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更等(位置の変更)施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更等(位置の変更)施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更等(位置の変更)

施工誤差を考慮して構造耐力上支障がない検討が行われている部分（変更に係る部材及び当該施工誤差を考慮して構造耐力上支障がない検討が行われている部分（変更に係る部材及び当該施工誤差を考慮して構造耐力上支障がない検討が行われている部分（変更に係る部材及び当該施工誤差を考慮して構造耐力上支障がない検討が行われている部分（変更に係る部材及び当該施工誤差を考慮して構造耐力上支障がない検討が行われている部分（変更に係る部材及び当該施工誤差を考慮して構造耐力上支障がない検討が行われている部分（変更に係る部材及び当該施工誤差を考慮して構造耐力上支障がない検討が行われている部分（変更に係る部材及び当該

部材に接する部材以外に応力度の変更がない場合であって、変更に係る部材及び当該部材に部材に接する部材以外に応力度の変更がない場合であって、変更に係る部材及び当該部材に部材に接する部材以外に応力度の変更がない場合であって、変更に係る部材及び当該部材に部材に接する部材以外に応力度の変更がない場合であって、変更に係る部材及び当該部材に部材に接する部材以外に応力度の変更がない場合であって、変更に係る部材及び当該部材に部材に接する部材以外に応力度の変更がない場合であって、変更に係る部材及び当該部材に部材に接する部材以外に応力度の変更がない場合であって、変更に係る部材及び当該部材に

接する部材が令第82条各号に規定する構造計算によって確かめられる安全性を有するものに接する部材が令第82条各号に規定する構造計算によって確かめられる安全性を有するものに接する部材が令第82条各号に規定する構造計算によって確かめられる安全性を有するものに接する部材が令第82条各号に規定する構造計算によって確かめられる安全性を有するものに接する部材が令第82条各号に規定する構造計算によって確かめられる安全性を有するものに接する部材が令第82条各号に規定する構造計算によって確かめられる安全性を有するものに接する部材が令第82条各号に規定する構造計算によって確かめられる安全性を有するものに

限る)限る)限る)限る)限る)限る)限る)

(           )(           )(           )(           )(           )(           )(           )

1.1 適用範囲1.1 適用範囲1.1 適用範囲1.1 適用範囲1.1 適用範囲1.1 適用範囲1.1 適用範囲

(１)構造関係共通図(配筋標準図)は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立等の一般(１)構造関係共通図(配筋標準図)は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立等の一般(１)構造関係共通図(配筋標準図)は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立等の一般(１)構造関係共通図(配筋標準図)は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立等の一般(１)構造関係共通図(配筋標準図)は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立等の一般(１)構造関係共通図(配筋標準図)は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立等の一般(１)構造関係共通図(配筋標準図)は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立等の一般

 する。 する。 する。 する。 する。 する。 する。

1.4 用語の定義1.4 用語の定義1.4 用語の定義1.4 用語の定義1.4 用語の定義1.4 用語の定義1.4 用語の定義

(２)異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ、ｄ」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。(２)異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ、ｄ」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。(２)異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ、ｄ」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。(２)異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ、ｄ」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。(２)異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ、ｄ」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。(２)異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ、ｄ」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。(２)異形鉄筋の径(本文、図、表において「Ｄ、ｄ」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。

(３)長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。(３)長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。(３)長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。(３)長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。(３)長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。(３)長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。(３)長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。

1.2 優先順位1.2 優先順位1.2 優先順位1.2 優先順位1.2 優先順位1.2 優先順位1.2 優先順位

１．特記仕様書１．特記仕様書１．特記仕様書１．特記仕様書１．特記仕様書１．特記仕様書１．特記仕様書

２．図面２．図面２．図面２．図面２．図面２．図面２．図面 ⅰ.設計図及び構造関係共通図（構造関係共通事項）ⅰ.設計図及び構造関係共通図（構造関係共通事項）ⅰ.設計図及び構造関係共通図（構造関係共通事項）ⅰ.設計図及び構造関係共通図（構造関係共通事項）ⅰ.設計図及び構造関係共通図（構造関係共通事項）ⅰ.設計図及び構造関係共通図（構造関係共通事項）ⅰ.設計図及び構造関係共通図（構造関係共通事項）

1.5 記号等1.5 記号等1.5 記号等1.5 記号等1.5 記号等1.5 記号等1.5 記号等

図面で使用する記号等は表1.1～表1.8、図1.1を標準とする。図面で使用する記号等は表1.1～表1.8、図1.1を標準とする。図面で使用する記号等は表1.1～表1.8、図1.1を標準とする。図面で使用する記号等は表1.1～表1.8、図1.1を標準とする。図面で使用する記号等は表1.1～表1.8、図1.1を標準とする。図面で使用する記号等は表1.1～表1.8、図1.1を標準とする。図面で使用する記号等は表1.1～表1.8、図1.1を標準とする。

Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０Ｄ１０ Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３ Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６Ｄ１６ Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９ Ｄ２２Ｄ２２Ｄ２２Ｄ２２Ｄ２２Ｄ２２Ｄ２２ Ｄ２５Ｄ２５Ｄ２５Ｄ２５Ｄ２５Ｄ２５Ｄ２５ Ｄ２９Ｄ２９Ｄ２９Ｄ２９Ｄ２９Ｄ２９Ｄ２９ Ｄ３２Ｄ３２Ｄ３２Ｄ３２Ｄ３２Ｄ３２Ｄ３２

建築建築建築建築建築建築建築

径径径径径径径
区分区分区分区分区分区分区分

記号記号記号記号記号記号記号 説明説明説明説明説明説明説明 説明説明説明説明説明説明説明記号記号記号記号記号記号記号

スラブの配筋種別スラブの配筋種別スラブの配筋種別スラブの配筋種別スラブの配筋種別スラブの配筋種別スラブの配筋種別

スラブ厚さスラブ厚さスラブ厚さスラブ厚さスラブ厚さスラブ厚さスラブ厚さ

階段の配筋種別階段の配筋種別階段の配筋種別階段の配筋種別階段の配筋種別階段の配筋種別階段の配筋種別

土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

杭の位置杭の位置杭の位置杭の位置杭の位置杭の位置杭の位置

試験杭の位置試験杭の位置試験杭の位置試験杭の位置試験杭の位置試験杭の位置試験杭の位置

打増しの範囲打増しの範囲打増しの範囲打増しの範囲打増しの範囲打増しの範囲打増しの範囲DCDCDCDCDCDCDC

スラブ開口スラブ開口スラブ開口スラブ開口スラブ開口スラブ開口スラブ開口

ボーリング位置ボーリング位置ボーリング位置ボーリング位置ボーリング位置ボーリング位置ボーリング位置梁・スラブの上がり下がりの範囲梁・スラブの上がり下がりの範囲梁・スラブの上がり下がりの範囲梁・スラブの上がり下がりの範囲梁・スラブの上がり下がりの範囲梁・スラブの上がり下がりの範囲梁・スラブの上がり下がりの範囲

（±　　）（±　　）（±　　）（±　　）（±　　）（±　　）（±　　） FLからの上がり下がりFLからの上がり下がりFLからの上がり下がりFLからの上がり下がりFLからの上がり下がりFLからの上がり下がりFLからの上がり下がり

表1.2　各階伏図における記号　表1.2　各階伏図における記号　表1.2　各階伏図における記号　表1.2　各階伏図における記号　表1.2　各階伏図における記号　表1.2　各階伏図における記号　表1.2　各階伏図における記号　

EW○○EW○○EW○○EW○○EW○○EW○○EW○○ 耐震壁耐震壁耐震壁耐震壁耐震壁耐震壁耐震壁

50505050505050

建　　築建　　築建　　築建　　築建　　築建　　築建　　築

径径径径径径径

表1.3　梁貫通孔記号　表1.3　梁貫通孔記号　表1.3　梁貫通孔記号　表1.3　梁貫通孔記号　表1.3　梁貫通孔記号　表1.3　梁貫通孔記号　表1.3　梁貫通孔記号　

区分区分区分区分区分区分区分
75757575757575 100100100100100100100 125125125125125125125 150150150150150150150 175175175175175175175 200200200200200200200 225225225225225225225 250250250250250250250 275275275275275275275 300300300300300300300 325325325325325325325 350350350350350350350 375375375375375375375 400400400400400400400

M12M12M12M12M12M12M12

高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト

径径径径径径径

表1.5　高力ボルト径の記号表1.5　高力ボルト径の記号表1.5　高力ボルト径の記号表1.5　高力ボルト径の記号表1.5　高力ボルト径の記号表1.5　高力ボルト径の記号表1.5　高力ボルト径の記号

区分区分区分区分区分区分区分
M16M16M16M16M16M16M16 M20M20M20M20M20M20M20 M22M22M22M22M22M22M22 M24M24M24M24M24M24M24

溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト

径径径径径径径

表1.6　普通ボルト径の記号　表1.6　普通ボルト径の記号　表1.6　普通ボルト径の記号　表1.6　普通ボルト径の記号　表1.6　普通ボルト径の記号　表1.6　普通ボルト径の記号　表1.6　普通ボルト径の記号　

区分区分区分区分区分区分区分
M16M16M16M16M16M16M16 M20M20M20M20M20M20M20 M22M22M22M22M22M22M22 M24M24M24M24M24M24M24

突合わせ継手突合わせ継手突合わせ継手突合わせ継手突合わせ継手突合わせ継手突合わせ継手

Ｔ型継手Ｔ型継手Ｔ型継手Ｔ型継手Ｔ型継手Ｔ型継手Ｔ型継手

かど継手かど継手かど継手かど継手かど継手かど継手かど継手

分　　　　　　　　　　　類分　　　　　　　　　　　類分　　　　　　　　　　　類分　　　　　　　　　　　類分　　　　　　　　　　　類分　　　　　　　　　　　類分　　　　　　　　　　　類

全　周　現　場　溶　接全　周　現　場　溶　接全　周　現　場　溶　接全　周　現　場　溶　接全　周　現　場　溶　接全　周　現　場　溶　接全　周　現　場　溶　接

断続溶接の長さ及び間隔断続溶接の長さ及び間隔断続溶接の長さ及び間隔断続溶接の長さ及び間隔断続溶接の長さ及び間隔断続溶接の長さ及び間隔断続溶接の長さ及び間隔

区　　　　分区　　　　分区　　　　分区　　　　分区　　　　分区　　　　分区　　　　分

現　　場　　溶　　接現　　場　　溶　　接現　　場　　溶　　接現　　場　　溶　　接現　　場　　溶　　接現　　場　　溶　　接現　　場　　溶　　接

全　　周　　溶　　接全　　周　　溶　　接全　　周　　溶　　接全　　周　　溶　　接全　　周　　溶　　接全　　周　　溶　　接全　　周　　溶　　接

表1.8　溶接の補助記号表1.8　溶接の補助記号表1.8　溶接の補助記号表1.8　溶接の補助記号表1.8　溶接の補助記号表1.8　溶接の補助記号表1.8　溶接の補助記号

 溶  接  面 溶  接  面 溶  接  面 溶  接  面 溶  接  面 溶  接  面 溶  接  面

溶 接 継 手溶 接 継 手溶 接 継 手溶 接 継 手溶 接 継 手溶 接 継 手溶 接 継 手
隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接

部分溶込み溶接部分溶込み溶接部分溶込み溶接部分溶込み溶接部分溶込み溶接部分溶込み溶接部分溶込み溶接

両面溶接両面溶接両面溶接両面溶接両面溶接両面溶接両面溶接

フレア溶接フレア溶接フレア溶接フレア溶接フレア溶接フレア溶接フレア溶接

片面溶接片面溶接片面溶接片面溶接片面溶接片面溶接片面溶接

完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接

表1.7　溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号表1.7　溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号表1.7　溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号表1.7　溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号表1.7　溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号表1.7　溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号表1.7　溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号

記 号記 号記 号記 号記 号記 号記 号

補助記号補助記号補助記号補助記号補助記号補助記号補助記号

Ｌ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－Ｐ

ＦＦＦＦＦＦＦ

２２２２２２２

ＦＬＦＬＦＬＦＬＦＬＦＬＦＬ

１１１１１１１

ＰＰＰＰＰＰＰ

ＴＴＴＴＴＴＴ

ＬＬＬＬＬＬＬ

ＢＢＢＢＢＢＢ

Ｌ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－ＰＬ－Ｐ

全周現場溶接全周現場溶接全周現場溶接全周現場溶接全周現場溶接全周現場溶接全周現場溶接

引出線引出線引出線引出線引出線引出線引出線

６０６０６０６０６０６０６０６０６０６０６０６０６０６０

基準線基準線基準線基準線基準線基準線基準線

。。。。。。。

引出線引出線引出線引出線引出線引出線引出線

（折線）（折線）（折線）（折線）（折線）（折線）（折線）

。。。。。。。
６０６０６０６０６０６０６０

断続溶接の間隔断続溶接の間隔断続溶接の間隔断続溶接の間隔断続溶接の間隔断続溶接の間隔断続溶接の間隔

断続溶接の長さ断続溶接の長さ断続溶接の長さ断続溶接の長さ断続溶接の長さ断続溶接の長さ断続溶接の長さ

。。。。。。。

基準線基準線基準線基準線基準線基準線基準線

図1.1　溶接記号の記載例図1.1　溶接記号の記載例図1.1　溶接記号の記載例図1.1　溶接記号の記載例図1.1　溶接記号の記載例図1.1　溶接記号の記載例図1.1　溶接記号の記載例

現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接

全周溶接全周溶接全周溶接全周溶接全周溶接全周溶接全周溶接

溶接面溶接面溶接面溶接面溶接面溶接面溶接面

溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手

※特記無き限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。※特記無き限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。※特記無き限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。※特記無き限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。※特記無き限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。※特記無き限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。※特記無き限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

(１)設計図書間で配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下の通りとする。(１)設計図書間で配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下の通りとする。(１)設計図書間で配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下の通りとする。(１)設計図書間で配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下の通りとする。(１)設計図書間で配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下の通りとする。(１)設計図書間で配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下の通りとする。(１)設計図書間で配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下の通りとする。

 的な標準図とする。 的な標準図とする。 的な標準図とする。 的な標準図とする。 的な標準図とする。 的な標準図とする。 的な標準図とする。

(２)構造関係共通図(鉄骨標準図)は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図と(２)構造関係共通図(鉄骨標準図)は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図と(２)構造関係共通図(鉄骨標準図)は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図と(２)構造関係共通図(鉄骨標準図)は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図と(２)構造関係共通図(鉄骨標準図)は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図と(２)構造関係共通図(鉄骨標準図)は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図と(２)構造関係共通図(鉄骨標準図)は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立の一般的な標準図と

項目は、番号に ・ 印の付いたものを適用する。項目は、番号に ・ 印の付いたものを適用する。項目は、番号に ・ 印の付いたものを適用する。項目は、番号に ・ 印の付いたものを適用する。項目は、番号に ・ 印の付いたものを適用する。項目は、番号に ・ 印の付いたものを適用する。項目は、番号に ・ 印の付いたものを適用する。

特記事項は、・ の付いたものを適用する。特記事項は、・ の付いたものを適用する。特記事項は、・ の付いたものを適用する。特記事項は、・ の付いたものを適用する。特記事項は、・ の付いたものを適用する。特記事項は、・ の付いたものを適用する。特記事項は、・ の付いたものを適用する。

・ 印の付かない場合は※印の付いたものを適用する。・ 印の付かない場合は※印の付いたものを適用する。・ 印の付かない場合は※印の付いたものを適用する。・ 印の付かない場合は※印の付いたものを適用する。・ 印の付かない場合は※印の付いたものを適用する。・ 印の付かない場合は※印の付いたものを適用する。・ 印の付かない場合は※印の付いたものを適用する。

・ 印と ※ 印の付いた場合は共に適用する。・ 印と ※ 印の付いた場合は共に適用する。・ 印と ※ 印の付いた場合は共に適用する。・ 印と ※ 印の付いた場合は共に適用する。・ 印と ※ 印の付いた場合は共に適用する。・ 印と ※ 印の付いた場合は共に適用する。・ 印と ※ 印の付いた場合は共に適用する。

EKW○○EKW○○EKW○○EKW○○EKW○○EKW○○EKW○○

鋼　管鋼　管鋼　管鋼　管鋼　管鋼　管鋼　管

記号（建築用）記号（建築用）記号（建築用）記号（建築用）記号（建築用）記号（建築用）記号（建築用）

管　名管　名管　名管　名管　名管　名管　名

表1.4　スリーブ材質の凡例　表1.4　スリーブ材質の凡例　表1.4　スリーブ材質の凡例　表1.4　スリーブ材質の凡例　表1.4　スリーブ材質の凡例　表1.4　スリーブ材質の凡例　表1.4　スリーブ材質の凡例　

SP（白管）SP（白管）SP（白管）SP（白管）SP（白管）SP（白管）SP（白管）

溶融亜鉛めっき鋼版溶融亜鉛めっき鋼版溶融亜鉛めっき鋼版溶融亜鉛めっき鋼版溶融亜鉛めっき鋼版溶融亜鉛めっき鋼版溶融亜鉛めっき鋼版 硬質塩化ビニル管（薄肉管）硬質塩化ビニル管（薄肉管）硬質塩化ビニル管（薄肉管）硬質塩化ビニル管（薄肉管）硬質塩化ビニル管（薄肉管）硬質塩化ビニル管（薄肉管）硬質塩化ビニル管（薄肉管） つば付き鋼管（黒管）つば付き鋼管（黒管）つば付き鋼管（黒管）つば付き鋼管（黒管）つば付き鋼管（黒管）つば付き鋼管（黒管）つば付き鋼管（黒管）

GAGAGAGAGAGAGA VUVUVUVUVUVUVU RSRSRSRSRSRSRS

※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。

（F8T相当）（F8T相当）（F8T相当）（F8T相当）（F8T相当）（F8T相当）（F8T相当）

（F10T、S10T）（F10T、S10T）（F10T、S10T）（F10T、S10T）（F10T、S10T）（F10T、S10T）（F10T、S10T）
普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト

M12M12M12M12M12M12M12

1.コンクリートの単位1.コンクリートの単位1.コンクリートの単位1.コンクリートの単位1.コンクリートの単位1.コンクリートの単位1.コンクリートの単位

　水量測定　水量測定　水量測定　水量測定　水量測定　水量測定　水量測定

(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。

ある場合はそのまま施工する。ある場合はそのまま施工する。ある場合はそのまま施工する。ある場合はそのまま施工する。ある場合はそのまま施工する。ある場合はそのまま施工する。ある場合はそのまま施工する。

2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m の範囲にある場合は、水量変動の原因2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m の範囲にある場合は、水量変動の原因2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m の範囲にある場合は、水量変動の原因2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m の範囲にある場合は、水量変動の原因2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m の範囲にある場合は、水量変動の原因2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m の範囲にある場合は、水量変動の原因2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m の範囲にある場合は、水量変動の原因

を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その後、を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その後、を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その後、を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その後、を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その後、を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その後、を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。その後、

設計値±15kg/m 以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。設計値±15kg/m 以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。設計値±15kg/m 以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。設計値±15kg/m 以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。設計値±15kg/m 以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。設計値±15kg/m 以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。設計値±15kg/m 以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

3)設計値±20kg/m を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因を調査3)設計値±20kg/m を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因を調査3)設計値±20kg/m を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因を調査3)設計値±20kg/m を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因を調査3)設計値±20kg/m を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因を調査3)設計値±20kg/m を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因を調査3)設計値±20kg/m を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の原因を調査

するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の測定をするとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の測定をするとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の測定をするとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の測定をするとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の測定をするとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の測定をするとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の測定を

行い設計値±20kg/m 以内であることを確認する。更に、設計値±15kg以内で安定するま行い設計値±20kg/m 以内であることを確認する。更に、設計値±15kg以内で安定するま行い設計値±20kg/m 以内であることを確認する。更に、設計値±15kg以内で安定するま行い設計値±20kg/m 以内であることを確認する。更に、設計値±15kg以内で安定するま行い設計値±20kg/m 以内であることを確認する。更に、設計値±15kg以内で安定するま行い設計値±20kg/m 以内であることを確認する。更に、設計値±15kg以内で安定するま行い設計値±20kg/m 以内であることを確認する。更に、設計値±15kg以内で安定するま

で、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。で、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。で、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。で、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。で、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。で、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。で、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。

リート温度等)と写真により提出する。リート温度等)と写真により提出する。リート温度等)と写真により提出する。リート温度等)と写真により提出する。リート温度等)と写真により提出する。リート温度等)と写真により提出する。リート温度等)と写真により提出する。

(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、エアメータ法又は静電容量

測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。

3333333

3333333

3333333

4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。ERW○○ERW○○ERW○○ERW○○ERW○○ERW○○ERW○○

(３)構造関係共通図(配筋標準図、鉄骨標準図)以外については、図面及び監督職員の指示による。(３)構造関係共通図(配筋標準図、鉄骨標準図)以外については、図面及び監督職員の指示による。(３)構造関係共通図(配筋標準図、鉄骨標準図)以外については、図面及び監督職員の指示による。(３)構造関係共通図(配筋標準図、鉄骨標準図)以外については、図面及び監督職員の指示による。(３)構造関係共通図(配筋標準図、鉄骨標準図)以外については、図面及び監督職員の指示による。(３)構造関係共通図(配筋標準図、鉄骨標準図)以外については、図面及び監督職員の指示による。(３)構造関係共通図(配筋標準図、鉄骨標準図)以外については、図面及び監督職員の指示による。

(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造
地下地下地下地下地下地下地下

0000000
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(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造

(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造(   )階～(   )階(　   )造
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構造関係共通事項　構造関係共通事項　構造関係共通事項　構造関係共通事項　構造関係共通事項　構造関係共通事項　構造関係共通事項　

基準風速(V )基準風速(V )基準風速(V )基準風速(V )基準風速(V )基準風速(V )基準風速(V )0000000

C =(             )C =(             )C =(             )C =(             )C =(             )C =(             )C =(             )

C =(             )C =(             )C =(             )C =(             )C =(             )C =(             )C =(             )
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C =(             )C =(             )C =(             )C =(             )C =(             )C =(             )C =(             )
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0000000

構構構構構構構

-1-1-1-1-1-1-1構構構構構構構

S S S S S S S ※※※※※※※

(１)設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書、構造関係共通図以外の図面をいう。(１)設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書、構造関係共通図以外の図面をいう。(１)設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書、構造関係共通図以外の図面をいう。(１)設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書、構造関係共通図以外の図面をいう。(１)設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書、構造関係共通図以外の図面をいう。(１)設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書、構造関係共通図以外の図面をいう。(１)設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書、構造関係共通図以外の図面をいう。

耐震安全性の分類耐震安全性の分類耐震安全性の分類耐震安全性の分類耐震安全性の分類耐震安全性の分類耐震安全性の分類 ・Ⅰ類(1.5)　・Ⅱ類(1.25)　・Ⅲ類(1.0)・Ⅰ類(1.5)　・Ⅱ類(1.25)　・Ⅲ類(1.0)・Ⅰ類(1.5)　・Ⅱ類(1.25)　・Ⅲ類(1.0)・Ⅰ類(1.5)　・Ⅱ類(1.25)　・Ⅲ類(1.0)・Ⅰ類(1.5)　・Ⅱ類(1.25)　・Ⅲ類(1.0)・Ⅰ類(1.5)　・Ⅱ類(1.25)　・Ⅲ類(1.0)・Ⅰ類(1.5)　・Ⅱ類(1.25)　・Ⅲ類(1.0)

X方向X方向X方向X方向X方向X方向X方向 Y方向Y方向Y方向Y方向Y方向Y方向Y方向 備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

 X方向、Y方向 X方向、Y方向 X方向、Y方向 X方向、Y方向 X方向、Y方向 X方向、Y方向 X方向、Y方向

 の適用する計 の適用する計 の適用する計 の適用する計 の適用する計 の適用する計 の適用する計

 算法に○を記 算法に○を記 算法に○を記 算法に○を記 算法に○を記 算法に○を記 算法に○を記

 載する 載する 載する 載する 載する 載する 載する

許容応力度等計算許容応力度等計算許容応力度等計算許容応力度等計算許容応力度等計算許容応力度等計算許容応力度等計算

保有水平耐力計算保有水平耐力計算保有水平耐力計算保有水平耐力計算保有水平耐力計算保有水平耐力計算保有水平耐力計算

限界耐力計算限界耐力計算限界耐力計算限界耐力計算限界耐力計算限界耐力計算限界耐力計算

特別な検証法(時刻歴応答解析による)特別な検証法(時刻歴応答解析による)特別な検証法(時刻歴応答解析による)特別な検証法(時刻歴応答解析による)特別な検証法(時刻歴応答解析による)特別な検証法(時刻歴応答解析による)特別な検証法(時刻歴応答解析による)

その他の計算法(                                    )その他の計算法(                                    )その他の計算法(                                    )その他の計算法(                                    )その他の計算法(                                    )その他の計算法(                                    )その他の計算法(                                    )

大臣認定(認定番号　　　　                  　　　　)大臣認定(認定番号　　　　                  　　　　)大臣認定(認定番号　　　　                  　　　　)大臣認定(認定番号　　　　                  　　　　)大臣認定(認定番号　　　　                  　　　　)大臣認定(認定番号　　　　                  　　　　)大臣認定(認定番号　　　　                  　　　　)

評価　・高層評価　・免震評価　・その他評価　・高層評価　・免震評価　・その他評価　・高層評価　・免震評価　・その他評価　・高層評価　・免震評価　・その他評価　・高層評価　・免震評価　・その他評価　・高層評価　・免震評価　・その他評価　・高層評価　・免震評価　・その他

 (評価番号　             　　　　                 ) (評価番号　             　　　　                 ) (評価番号　             　　　　                 ) (評価番号　             　　　　                 ) (評価番号　             　　　　                 ) (評価番号　             　　　　                 ) (評価番号　             　　　　                 )

指定性能評価機関名（　　　　　　　　　　　　　　）指定性能評価機関名（　　　　　　　　　　　　　　）指定性能評価機関名（　　　　　　　　　　　　　　）指定性能評価機関名（　　　　　　　　　　　　　　）指定性能評価機関名（　　　　　　　　　　　　　　）指定性能評価機関名（　　　　　　　　　　　　　　）指定性能評価機関名（　　　　　　　　　　　　　　）

許容応力度計算（令第82条各号＋令第82条の4）許容応力度計算（令第82条各号＋令第82条の4）許容応力度計算（令第82条各号＋令第82条の4）許容応力度計算（令第82条各号＋令第82条の4）許容応力度計算（令第82条各号＋令第82条の4）許容応力度計算（令第82条各号＋令第82条の4）許容応力度計算（令第82条各号＋令第82条の4）【ルート１】【ルート１】【ルート１】【ルート１】【ルート１】【ルート１】【ルート１】

【ルート２】【ルート２】【ルート２】【ルート２】【ルート２】【ルート２】【ルート２】

【ルート３】【ルート３】【ルート３】【ルート３】【ルート３】【ルート３】【ルート３】

試験堀の位置試験堀の位置試験堀の位置試験堀の位置試験堀の位置試験堀の位置試験堀の位置

KW○○KW○○KW○○KW○○KW○○KW○○KW○○ 片持スラブ形階段を受ける壁片持スラブ形階段を受ける壁片持スラブ形階段を受ける壁片持スラブ形階段を受ける壁片持スラブ形階段を受ける壁片持スラブ形階段を受ける壁片持スラブ形階段を受ける壁

片持スラブ形階段を受ける耐震壁片持スラブ形階段を受ける耐震壁片持スラブ形階段を受ける耐震壁片持スラブ形階段を受ける耐震壁片持スラブ形階段を受ける耐震壁片持スラブ形階段を受ける耐震壁片持スラブ形階段を受ける耐震壁

土圧を受ける耐震壁土圧を受ける耐震壁土圧を受ける耐震壁土圧を受ける耐震壁土圧を受ける耐震壁土圧を受ける耐震壁土圧を受ける耐震壁

積載荷重等　　図示（　　）による積載荷重等　　図示（　　）による積載荷重等　　図示（　　）による積載荷重等　　図示（　　）による積載荷重等　　図示（　　）による積載荷重等　　図示（　　）による積載荷重等　　図示（　　）による
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表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　

項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目項　　目
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3333333

3333333

構造関係共通図（構造関係共通事項）構造関係共通図（構造関係共通事項）構造関係共通図（構造関係共通事項）構造関係共通図（構造関係共通事項）構造関係共通図（構造関係共通事項）構造関係共通図（構造関係共通事項）構造関係共通図（構造関係共通事項）

1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 

年版)」年版)」年版)」年版)」年版)」年版)」年版)」

　　事　　項　　事　　項　　事　　項　　事　　項　　事　　項　　事　　項　　事　　項

・くいの芯ずれを考慮した検討・くいの芯ずれを考慮した検討・くいの芯ずれを考慮した検討・くいの芯ずれを考慮した検討・くいの芯ずれを考慮した検討・くいの芯ずれを考慮した検討・くいの芯ずれを考慮した検討

、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク、製造管理記録、打込み時の外気温、コンク

1)測定した単位水量が、1)測定した単位水量が、1)測定した単位水量が、1)測定した単位水量が、1)測定した単位水量が、1)測定した単位水量が、1)測定した単位水量が、

(4)単位水量管理についての記録を書面((4)単位水量管理についての記録を書面((4)単位水量管理についての記録を書面((4)単位水量管理についての記録を書面((4)単位水量管理についての記録を書面((4)単位水量管理についての記録を書面((4)単位水量管理についての記録を書面(

(2)単位水量の上限値は、標準仕様書(2)単位水量の上限値は、標準仕様書(2)単位水量の上限値は、標準仕様書(2)単位水量の上限値は、標準仕様書(2)単位水量の上限値は、標準仕様書(2)単位水量の上限値は、標準仕様書(2)単位水量の上限値は、標準仕様書

ⅱ.構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）ⅱ.構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）ⅱ.構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）ⅱ.構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）ⅱ.構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）ⅱ.構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）ⅱ.構造関係共通図（配筋標準図、鉄骨標準図）

仕様仕様仕様仕様仕様仕様仕様適用適用適用適用適用適用適用

共　　通共　　通共　　通共　　通共　　通共　　通共　　通

許容誤差(　　　　　　　　)mm以内許容誤差(　　　　　　　　)mm以内許容誤差(　　　　　　　　)mm以内許容誤差(　　　　　　　　)mm以内許容誤差(　　　　　　　　)mm以内許容誤差(　　　　　　　　)mm以内許容誤差(　　　　　　　　)mm以内

許容誤差範囲以内の施工誤差が生じた場合の対応許容誤差範囲以内の施工誤差が生じた場合の対応許容誤差範囲以内の施工誤差が生じた場合の対応許容誤差範囲以内の施工誤差が生じた場合の対応許容誤差範囲以内の施工誤差が生じた場合の対応許容誤差範囲以内の施工誤差が生じた場合の対応許容誤差範囲以内の施工誤差が生じた場合の対応

・地中梁、柱・地中梁、柱・地中梁、柱・地中梁、柱・地中梁、柱・地中梁、柱・地中梁、柱

・基礎フーチング・基礎フーチング・基礎フーチング・基礎フーチング・基礎フーチング・基礎フーチング・基礎フーチング

・(　　　　　　)・(　　　　　　)・(　　　　　　)・(　　　　　　)・(　　　　　　)・(　　　　　　)・(　　　　　　)

・変更なし・変更なし・変更なし・変更なし・変更なし・変更なし・変更なし

・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）

・変更なし・変更なし・変更なし・変更なし・変更なし・変更なし・変更なし

・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）

・変更なし・変更なし・変更なし・変更なし・変更なし・変更なし・変更なし

・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）・図示による（　　　　　　　）

配合計画書配合計画書配合計画書配合計画書配合計画書配合計画書配合計画書

配合計画書配合計画書配合計画書配合計画書配合計画書配合計画書配合計画書

の設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m の範囲にの設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m の範囲にの設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m の範囲にの設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m の範囲にの設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m の範囲にの設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m の範囲にの設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m の範囲に
３３３３３３３

31313131313131

6.3.2(ｲ)(c)による。6.3.2(ｲ)(c)による。6.3.2(ｲ)(c)による。6.3.2(ｲ)(c)による。6.3.2(ｲ)(c)による。6.3.2(ｲ)(c)による。6.3.2(ｲ)(c)による。

令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　

３３３３３３３ ３３３３３３３
NONONONONONONO

松松松松松松松本本本本本本本琢琢琢琢琢琢琢史史史史史史史建建建建建建建築築築築築築築設設設設設設設計計計計計計計事事事事事事事務務務務務務務所所所所所所所

松松松松松松松号号号号号号号一一一一一一一級級級級級級級建建建建建建建築築築築築築築士士士士士士士大大大大大大大臣臣臣臣臣臣臣登登登登登登登録録録録録録録第第第第第第第333333322222222222222999999944444447777777 本本本本本本本琢琢琢琢琢琢琢史史史史史史史

TTTTTTTAAAAAAAKKKKKKKUUUUUUUJJJJJJJIIIIIII AAAAAAAMMMMMMM TTTTTTTSSSSSSSUUUUUUUMMMMMMMOOOOOOOTTTTTTTOOOOOOO AAAAAAArrrrrrrccccccchhhhhhhiiiiiiittttttteeeeeeecccccccttttttt＆＆＆＆＆＆＆AAAAAAAssssssssssssssoooooooccccccciiiiiiiaaaaaaattttttteeeeeeesssssss B - 01B - 01B - 01B - 01B - 01B - 01B - 01

高知市比島町４丁目８番地(地名地番：比島町801-1)高知市比島町４丁目８番地(地名地番：比島町801-1)高知市比島町４丁目８番地(地名地番：比島町801-1)高知市比島町４丁目８番地(地名地番：比島町801-1)高知市比島町４丁目８番地(地名地番：比島町801-1)高知市比島町４丁目８番地(地名地番：比島町801-1)高知市比島町４丁目８番地(地名地番：比島町801-1)

交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事

24.3624.3624.3624.3624.3624.3624.36

27.7827.7827.7827.7827.7827.7827.78

1111111

4.0554.0554.0554.0554.0554.0554.055

3.0003.0003.0003.0003.0003.0003.000

四分割法四分割法四分割法四分割法四分割法四分割法四分割法

交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事



ａａａａａａａ

（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

表3.4　鉄筋の投影定着の長さ表3.4　鉄筋の投影定着の長さ表3.4　鉄筋の投影定着の長さ表3.4　鉄筋の投影定着の長さ表3.4　鉄筋の投影定着の長さ表3.4　鉄筋の投影定着の長さ表3.4　鉄筋の投影定着の長さ （ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。構造関係共通図(配筋標準図)　構造関係共通図(配筋標準図)　構造関係共通図(配筋標準図)　構造関係共通図(配筋標準図)　構造関係共通図(配筋標準図)　構造関係共通図(配筋標準図)　構造関係共通図(配筋標準図)　

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の1.1 鉄筋の加工1.1 鉄筋の加工1.1 鉄筋の加工1.1 鉄筋の加工1.1 鉄筋の加工1.1 鉄筋の加工1.1 鉄筋の加工 Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ 設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度 ａａａａａａａ ｂｂｂｂｂｂｂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２２２２２２２種  類種  類種  類種  類種  類種  類種  類

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表1.1を標準とする。鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表1.1を標準とする。鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表1.1を標準とする。鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表1.1を標準とする。鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表1.1を標準とする。鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表1.1を標準とする。鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表1.1を標準とする。

18181818181818 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d Ｄは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径Ｄは、鉄筋の最大外径
21212121212121SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径

24，2724，2724，2724，2724，2724，2724，27SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d

30，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，36 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d表3.2　隣り合う継手の位置表3.2　隣り合う継手の位置表3.2　隣り合う継手の位置表3.2　隣り合う継手の位置表3.2　隣り合う継手の位置表3.2　隣り合う継手の位置表3.2　隣り合う継手の位置折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)折曲げ内法直径(D)
18181818181818 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d （ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。
21212121212121 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d

ＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５ＡＳＤ２９５Ａ SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345
24，2724，2724，2724，2724，2724，2724，27ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０ＳＤ３９０折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ折曲げ 折曲げ図折曲げ図折曲げ図折曲げ図折曲げ図折曲げ図折曲げ図 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d （ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５

フックありフックありフックありフックありフックありフックありフックあり 30，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，36角  度角  度角  度角  度角  度角  度角  度 （余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長） 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d

21212121212121 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d
Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９Ｄ１９ の場合の場合の場合の場合の場合の場合の場合

Ｄ１６以下Ｄ１６以下Ｄ１６以下Ｄ１６以下Ｄ１６以下Ｄ１６以下Ｄ１６以下 24，2724，2724，2724，2724，2724，2724，27SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d
～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８ ～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８～Ｄ３８ 5.1　基礎梁5.1　基礎梁5.1　基礎梁5.1　基礎梁5.1　基礎梁5.1　基礎梁5.1　基礎梁30，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，36 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ １ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌ ａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌ

ａａａａａａａ（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。 （ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項

　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。） （１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が

ｂｂｂｂｂｂｂ　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。 　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着すフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなし  １８０°  １８０°  １８０°  １８０°  １８０°  １８０°  １８０°

　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。） 　　　る。　　　る。　　　る。　　　る。　　　る。　　　る。　　　る。

の場合の場合の場合の場合の場合の場合の場合 　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。 （２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。（２）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(b)(4)による。

１１１１１１１ １１１１１１１ａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌａ＝0.5Ｌ ａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌａ≧0.5Ｌ
（４）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。（４）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。（４）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。（４）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。（４）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。（４）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。（４）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。 柱柱柱柱柱柱柱

 圧接継手 圧接継手 圧接継手 圧接継手 圧接継手 圧接継手 圧接継手

  １３５°  １３５°  １３５°  １３５°  １３５°  １３５°  １３５° 接接接接接接接
－－－－－－－ 梁梁梁梁梁梁梁 梁梁梁梁梁梁梁継継継継継継継  鉄筋 鉄筋 鉄筋 鉄筋 鉄筋 鉄筋 鉄筋

手手手手手手手  鉄筋 鉄筋 鉄筋 鉄筋 鉄筋 鉄筋 鉄筋
ａ≧400mmａ≧400mmａ≧400mmａ≧400mmａ≧400mmａ≧400mmａ≧400mm

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着図5.1　梁筋の基礎梁内への定着図5.1　梁筋の基礎梁内への定着図5.1　梁筋の基礎梁内への定着図5.1　梁筋の基礎梁内への定着図5.1　梁筋の基礎梁内への定着図5.1　梁筋の基礎梁内への定着
 カップラー カップラー カップラー カップラー カップラー カップラー カップラー

４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上 ５ｄ以上５ｄ以上５ｄ以上５ｄ以上５ｄ以上５ｄ以上５ｄ以上３ｄ以上３ｄ以上３ｄ以上３ｄ以上３ｄ以上３ｄ以上３ｄ以上

－－－－－－－ （ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。  ９０°  ９０°  ９０°  ９０°  ９０°  ９０°  ９０°

図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）
ａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mmａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mmａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mmａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mmａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mmａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mmａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mm

5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等5.2　基礎梁のあばら筋等
重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手 定着（スラブの場合）定着（スラブの場合）定着（スラブの場合）定着（スラブの場合）定着（スラブの場合）定着（スラブの場合）定着（スラブの場合） 定着（壁の場合）定着（壁の場合）定着（壁の場合）定着（壁の場合）定着（壁の場合）定着（壁の場合）定着（壁の場合）

（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項

  １３５°  １３５°  １３５°  １３５°  １３５°  １３５°  １３５° 図3.4　溶接金網の継手及び定着図3.4　溶接金網の継手及び定着図3.4　溶接金網の継手及び定着図3.4　溶接金網の継手及び定着図3.4　溶接金網の継手及び定着図3.4　溶接金網の継手及び定着図3.4　溶接金網の継手及び定着

及び及び及び及び及び及び及び （２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(b)による。

  ９０°  ９０°  ９０°  ９０°  ９０°  ９０°  ９０° （５）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による（５）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による（５）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による（５）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による（５）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による（５）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による（５）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による 　　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5による　　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5による　　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5による　　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5による　　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5による　　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5による　　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5による表3.3　鉄筋の定着の長さ表3.3　鉄筋の定着の長さ表3.3　鉄筋の定着の長さ表3.3　鉄筋の定着の長さ表3.3　鉄筋の定着の長さ表3.3　鉄筋の定着の長さ表3.3　鉄筋の定着の長さ

      ことができる。      ことができる。      ことができる。      ことができる。      ことができる。      ことができる。      ことができる。
（幅止め筋）（幅止め筋）（幅止め筋）（幅止め筋）（幅止め筋）（幅止め筋）（幅止め筋）

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの
鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の

３３３３３３３ ３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ３ｈＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度
２２２２２２２ １ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１１１１１１１ ２２２２２２２ ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類 Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ） 小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁 小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余

18181818181818 45d45d45d45d45d45d45d 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d    長は４ｄ以上とする。    長は４ｄ以上とする。    長は４ｄ以上とする。    長は４ｄ以上とする。    長は４ｄ以上とする。    長は４ｄ以上とする。    長は４ｄ以上とする。

21212121212121 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35dSD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。
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2.1 異形鉄筋の末端部2.1 異形鉄筋の末端部2.1 異形鉄筋の末端部2.1 異形鉄筋の末端部2.1 異形鉄筋の末端部2.1 異形鉄筋の末端部2.1 異形鉄筋の末端部
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添巻き添巻き添巻き添巻き添巻き添巻き添巻き

30，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，36 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d

21212121212121 50d50d50d50d50d50d50d 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d
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図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置１１１１１１１ １ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ

図3.5　スパイラル筋の継手及び定着図3.5　スパイラル筋の継手及び定着図3.5　スパイラル筋の継手及び定着図3.5　スパイラル筋の継手及び定着図3.5　スパイラル筋の継手及び定着図3.5　スパイラル筋の継手及び定着図3.5　スパイラル筋の継手及び定着２２２２２２２ ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ２ｈ

　　　　　　　　　　　直線定着の長さ。　　　　　　　　　　　直線定着の長さ。　　　　　　　　　　　直線定着の長さ。　　　　　　　　　　　直線定着の長さ。　　　　　　　　　　　直線定着の長さ。　　　　　　　　　　　直線定着の長さ。　　　　　　　　　　　直線定着の長さ。

３３３３３３３

（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。（ｃ）あばら筋の割付けは、7.2(c)による。　　             びこれを受ける小梁は除く。　　             びこれを受ける小梁は除く。　　             びこれを受ける小梁は除く。　　             びこれを受ける小梁は除く。　　             びこれを受ける小梁は除く。　　             びこれを受ける小梁は除く。　　             びこれを受ける小梁は除く。 4.1 最小かぶり厚さ4.1 最小かぶり厚さ4.1 最小かぶり厚さ4.1 最小かぶり厚さ4.1 最小かぶり厚さ4.1 最小かぶり厚さ4.1 最小かぶり厚さ
３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ３ｈ

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。 図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保          部での折曲げは行わない。          部での折曲げは行わない。          部での折曲げは行わない。          部での折曲げは行わない。          部での折曲げは行わない。          部での折曲げは行わない。          部での折曲げは行わない。 6.1　柱6.1　柱6.1　柱6.1　柱6.1　柱6.1　柱6.1　柱
するように最小かぶり厚さを定める。するように最小かぶり厚さを定める。するように最小かぶり厚さを定める。するように最小かぶり厚さを定める。するように最小かぶり厚さを定める。するように最小かぶり厚さを定める。するように最小かぶり厚さを定める。 （ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。 （ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項

定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点 定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点 表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm ) （１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下

　　　とする。　　　とする。　　　とする。　　　とする。　　　とする。　　　とする。　　　とする。

（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。（２）継手、定着及び余長は、図6.1による。最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ最小かぶり厚さ構造部分の種別構造部分の種別構造部分の種別構造部分の種別構造部分の種別構造部分の種別構造部分の種別
２２２２２２２　　　ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、特記による。　　　ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、特記による。　　　ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、特記による。　　　ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、特記による。　　　ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、特記による。　　　ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、特記による。　　　ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、特記による。

仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり 20202020202020スラブ，スラブ，スラブ，スラブ，スラブ，スラブ，スラブ，
かぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さ

仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし 30303030303030耐力壁以外の壁耐力壁以外の壁耐力壁以外の壁耐力壁以外の壁耐力壁以外の壁耐力壁以外の壁耐力壁以外の壁
3.1 継手及び定着3.1 継手及び定着3.1 継手及び定着3.1 継手及び定着3.1 継手及び定着3.1 継手及び定着3.1 継手及び定着 仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり 30303030303030

屋内屋内屋内屋内屋内屋内屋内土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し 仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし 30303030303030
柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁柱，梁，耐力壁ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分 仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり 30303030303030

屋外屋外屋外屋外屋外屋外屋外
仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし 40404040404040

40404040404040擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ擁壁，耐圧スラブ

40404040404040土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す 柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁柱，梁，スラブ，壁

60606060606060る部分る部分る部分る部分る部分る部分る部分 基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ基礎，擁壁，耐圧スラブ 上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋
60606060606060煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分 が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな

　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの

　　　　　厚さを含まない。　　　　　厚さを含まない。　　　　　厚さを含まない。　　　　　厚さを含まない。　　　　　厚さを含まない。　　　　　厚さを含まない。　　　　　厚さを含まない。
下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋

が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。　　　５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とす（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とす（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とす（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とす（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とす（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とす（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とす

　　　る。　　　る。　　　る。　　　る。　　　る。　　　る。　　　る。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（２）２５ｍｍ（２）２５ｍｍ（２）２５ｍｍ（２）２５ｍｍ（２）２５ｍｍ（２）２５ｍｍ（２）２５ｍｍ 図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍 継手継手継手継手継手継手継手 定着定着定着定着定着定着定着

　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある　　　（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。　　　　　　　　場合には、フックを付ける。

　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。

　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。

図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長
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　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり

　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及

Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）

小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の

梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ

２２２２２２２１１１１１１１【 ※ 】【 ※ 】【 ※ 】【 ※ 】【 ※ 】【 ※ 】【 ※ 】 Ｌ 又はＬＬ 又はＬＬ 又はＬＬ 又はＬＬ 又はＬＬ 又はＬＬ 又はＬ

ｂｂｂｂｂｂｂＬＬＬＬＬＬＬ

余長余長余長余長余長余長余長 余長余長余長余長余長余長余長

 0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4  /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4

 ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す

：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置

 0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4  /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4

 ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す

：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置

 0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4  /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4

 ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す ガス圧接を例で示す

：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置：継手の好ましい位置

（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（３）杭基礎のベース筋（３）杭基礎のベース筋（３）杭基礎のベース筋（３）杭基礎のベース筋（３）杭基礎のベース筋（３）杭基礎のベース筋（３）杭基礎のベース筋

（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

 壁 壁 壁 壁 壁 壁 壁 壁壁壁壁壁壁壁

●●●●●●●

●●●●●●● ●●●●●●●

 床版 床版 床版 床版 床版 床版 床版  床版 床版 床版 床版 床版 床版 床版

梁梁梁梁梁梁梁   梁  梁  梁  梁  梁  梁  梁柱柱柱柱柱柱柱

●●●●●●●

●●●●●●● ●●●●●●●

ただし、最上階のただし、最上階のただし、最上階のただし、最上階のただし、最上階のただし、最上階のただし、最上階の

柱頭の四隅部は柱頭の四隅部は柱頭の四隅部は柱頭の四隅部は柱頭の四隅部は柱頭の四隅部は柱頭の四隅部は
 壁 壁 壁 壁 壁 壁 壁 壁壁壁壁壁壁壁 壁壁壁壁壁壁壁

フックを付ける。フックを付ける。フックを付ける。フックを付ける。フックを付ける。フックを付ける。フックを付ける。

（ａ）鉄筋の重ね継手（ａ）鉄筋の重ね継手（ａ）鉄筋の重ね継手（ａ）鉄筋の重ね継手（ａ）鉄筋の重ね継手（ａ）鉄筋の重ね継手（ａ）鉄筋の重ね継手

（２）鉄筋の重ね継手の長さは、次による。（２）鉄筋の重ね継手の長さは、次による。（２）鉄筋の重ね継手の長さは、次による。（２）鉄筋の重ね継手の長さは、次による。（２）鉄筋の重ね継手の長さは、次による。（２）鉄筋の重ね継手の長さは、次による。（２）鉄筋の重ね継手の長さは、次による。

　２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。　２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。　２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。　２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。　２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。　２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。　２）１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。

表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の
Ｌ　（フックあり）Ｌ　（フックあり）Ｌ　（フックあり）Ｌ　（フックあり）Ｌ　（フックあり）Ｌ　（フックあり）Ｌ　（フックあり）Ｌ　（フックなし）Ｌ　（フックなし）Ｌ　（フックなし）Ｌ　（フックなし）Ｌ　（フックなし）Ｌ　（フックなし）Ｌ　（フックなし）１１１１１１１ １ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度

２２２２２２２種  類種  類種  類種  類種  類種  類種  類
Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）

18181818181818 45d45d45d45d45d45d45d 35d35d35d35d35d35d35d

21212121212121SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A 40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d

24，2724，2724，2724，2724，2724，2724，27SD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295BSD295B 35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d

30，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，36 35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d

18181818181818 50d50d50d50d50d50d50d 35d35d35d35d35d35d35d

21212121212121 45d45d45d45d45d45d45d 30d30d30d30d30d30d30d
SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

24，2724，2724，2724，2724，2724，2724，27 40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d

30，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，36 35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d

21212121212121 50d50d50d50d50d50d50d 35d35d35d35d35d35d35d

24，2724，2724，2724，2724，2724，2724，27SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 45d45d45d45d45d45d45d 35d35d35d35d35d35d35d

30，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，3630，33，36 40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d

１１１１１１１ １ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。

１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈ１ｈＬＬＬＬＬＬＬ

図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

（４）隣り合う継手の位置は、表3.2による。（４）隣り合う継手の位置は、表3.2による。（４）隣り合う継手の位置は、表3.2による。（４）隣り合う継手の位置は、表3.2による。（４）隣り合う継手の位置は、表3.2による。（４）隣り合う継手の位置は、表3.2による。（４）隣り合う継手の位置は、表3.2による。

ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

（ｂ）鉄筋の定着（ｂ）鉄筋の定着（ｂ）鉄筋の定着（ｂ）鉄筋の定着（ｂ）鉄筋の定着（ｂ）鉄筋の定着（ｂ）鉄筋の定着

（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。（１）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。

（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。（ｄ）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

 0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4  /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ 15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）ａａａａａａａ ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

≧100≧100≧100≧100≧100≧100≧100
ａａａａａａａ ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

（１）あばら筋の径および間隔は、（１）あばら筋の径および間隔は、（１）あばら筋の径および間隔は、（１）あばら筋の径および間隔は、（１）あばら筋の径および間隔は、（１）あばら筋の径および間隔は、（１）あばら筋の径および間隔は、 による。による。による。による。による。による。による。

（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は による。による。による。による。による。による。による。

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ 15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）

 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0  /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2 0 0 0 0 0 0 0  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0
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ａａａａａａａ
継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋
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継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0  /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2 0 0 0 0 0 0 0  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4 0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）15d（余長）

ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ

二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ

ＬＬＬＬＬＬＬａａａａａａａ

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

図2.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）図2.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）図2.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）図2.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）図2.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）図2.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）図2.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）

（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部

　１）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、「特記仕様書（その２）鉄筋の継手」又は　１）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、「特記仕様書（その２）鉄筋の継手」又は　１）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、「特記仕様書（その２）鉄筋の継手」又は　１）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、「特記仕様書（その２）鉄筋の継手」又は　１）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、「特記仕様書（その２）鉄筋の継手」又は　１）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、「特記仕様書（その２）鉄筋の継手」又は　１）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、「特記仕様書（その２）鉄筋の継手」又は

　　　「改修特記仕様書（その５）鉄筋の継手」による。　　　「改修特記仕様書（その５）鉄筋の継手」による。　　　「改修特記仕様書（その５）鉄筋の継手」による。　　　「改修特記仕様書（その５）鉄筋の継手」による。　　　「改修特記仕様書（その５）鉄筋の継手」による。　　　「改修特記仕様書（その５）鉄筋の継手」による。　　　「改修特記仕様書（その５）鉄筋の継手」による。

図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

フックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さ直線定着直線定着直線定着直線定着直線定着直線定着直線定着

（２）梁主筋の柱内折曲げ定着又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ（２）梁主筋の柱内折曲げ定着又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ（２）梁主筋の柱内折曲げ定着又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ（２）梁主筋の柱内折曲げ定着又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ（２）梁主筋の柱内折曲げ定着又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ（２）梁主筋の柱内折曲げ定着又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ（２）梁主筋の柱内折曲げ定着又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ

　　　り、次の(ⅰ)、(ⅱ)及び(ⅲ)をすべて満足するものとする。　　　り、次の(ⅰ)、(ⅱ)及び(ⅲ)をすべて満足するものとする。　　　り、次の(ⅰ)、(ⅱ)及び(ⅲ)をすべて満足するものとする。　　　り、次の(ⅰ)、(ⅱ)及び(ⅲ)をすべて満足するものとする。　　　り、次の(ⅰ)、(ⅱ)及び(ⅲ)をすべて満足するものとする。　　　り、次の(ⅰ)、(ⅱ)及び(ⅲ)をすべて満足するものとする。　　　り、次の(ⅰ)、(ⅱ)及び(ⅲ)をすべて満足するものとする。

　　　　(ⅰ)　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上　　　　(ⅰ)　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上　　　　(ⅰ)　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上　　　　(ⅰ)　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上　　　　(ⅰ)　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上　　　　(ⅰ)　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上　　　　(ⅰ)　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上

　　　　(ⅱ)　余長は８ｄ以上　　　　(ⅱ)　余長は８ｄ以上　　　　(ⅱ)　余長は８ｄ以上　　　　(ⅱ)　余長は８ｄ以上　　　　(ⅱ)　余長は８ｄ以上　　　　(ⅱ)　余長は８ｄ以上　　　　(ⅱ)　余長は８ｄ以上

                                                                      

図3.3　折曲げ定着の方法図3.3　折曲げ定着の方法図3.3　折曲げ定着の方法図3.3　折曲げ定着の方法図3.3　折曲げ定着の方法図3.3　折曲げ定着の方法図3.3　折曲げ定着の方法

直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ フックあり定着長さフックあり定着長さフックあり定着長さフックあり定着長さフックあり定着長さフックあり定着長さフックあり定着長さ

・溶接継手・溶接継手・溶接継手・溶接継手・溶接継手・溶接継手・溶接継手溶溶溶溶溶溶溶

接接接接接接接

継継継継継継継

手手手手手手手

（３）鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず４０ｄ以上（軽量骨材を使用する場（３）鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず４０ｄ以上（軽量骨材を使用する場（３）鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず４０ｄ以上（軽量骨材を使用する場（３）鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず４０ｄ以上（軽量骨材を使用する場（３）鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず４０ｄ以上（軽量骨材を使用する場（３）鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず４０ｄ以上（軽量骨材を使用する場（３）鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず４０ｄ以上（軽量骨材を使用する場

合は５０ｄ以上）と表3.1の重ね継手の長さのうち大きい値とする。合は５０ｄ以上）と表3.1の重ね継手の長さのうち大きい値とする。合は５０ｄ以上）と表3.1の重ね継手の長さのうち大きい値とする。合は５０ｄ以上）と表3.1の重ね継手の長さのうち大きい値とする。合は５０ｄ以上）と表3.1の重ね継手の長さのうち大きい値とする。合は５０ｄ以上）と表3.1の重ね継手の長さのうち大きい値とする。合は５０ｄ以上）と表3.1の重ね継手の長さのうち大きい値とする。

ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ２２２２２２２ ２２２２２２２

２２２２２２２２２２２２２２

　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。

ＬＬＬＬＬＬＬ 20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）

20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）

ＬＬＬＬＬＬＬ

　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。
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20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）20d（余長）

ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

（注）１．Ｌ　，Ｌ　：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックあり直線定着の長さ。（注）１．Ｌ　，Ｌ　：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックあり直線定着の長さ。（注）１．Ｌ　，Ｌ　：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックあり直線定着の長さ。（注）１．Ｌ　，Ｌ　：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックあり直線定着の長さ。（注）１．Ｌ　，Ｌ　：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックあり直線定着の長さ。（注）１．Ｌ　，Ｌ　：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックあり直線定着の長さ。（注）１．Ｌ　，Ｌ　：2.から4.まで以外の直線定着の長さ及びフックあり直線定着の長さ。

10d10d10d10d10d10d10d

かつかつかつかつかつかつかつ
20d20d20d20d20d20d20d

150mm150mm150mm150mm150mm150mm150mm
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（片持（片持（片持（片持（片持（片持（片持

小梁の小梁の小梁の小梁の小梁の小梁の小梁の

場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は

25d）25d）25d）25d）25d）25d）25d）

（片持（片持（片持（片持（片持（片持（片持

場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は

25d）25d）25d）25d）25d）25d）25d）

ｽﾗﾌﾞのｽﾗﾌﾞのｽﾗﾌﾞのｽﾗﾌﾞのｽﾗﾌﾞのｽﾗﾌﾞのｽﾗﾌﾞの

　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。

　　　５．フックありの定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間　　　５．フックありの定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間　　　５．フックありの定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間　　　５．フックありの定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間　　　５．フックありの定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間　　　５．フックありの定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間　　　５．フックありの定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間

ａａａａａａａ ｂｂｂｂｂｂｂ

　　　　　　　ただし、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。　　　　　　　ただし、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。　　　　　　　ただし、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。　　　　　　　ただし、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。　　　　　　　ただし、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。　　　　　　　ただし、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。　　　　　　　ただし、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

１１１１１１１　　　なお、Ｌ　は表3.1に、Ｌ　及びＬ　は表3.3の（注）による。　　　なお、Ｌ　は表3.1に、Ｌ　及びＬ　は表3.3の（注）による。　　　なお、Ｌ　は表3.1に、Ｌ　及びＬ　は表3.3の（注）による。　　　なお、Ｌ　は表3.1に、Ｌ　及びＬ　は表3.3の（注）による。　　　なお、Ｌ　は表3.1に、Ｌ　及びＬ　は表3.3の（注）による。　　　なお、Ｌ　は表3.1に、Ｌ　及びＬ　は表3.3の（注）による。　　　なお、Ｌ　は表3.1に、Ｌ　及びＬ　は表3.3の（注）による。３３３３３３３２２２２２２２

１１１１１１１

１１１１１１１

（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。

　　　４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。　　　４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

ただし、機械式継手及び溶接継手の場合のあきは、構造図による。 ただし、機械式継手及び溶接継手の場合のあきは、構造図による。 ただし、機械式継手及び溶接継手の場合のあきは、構造図による。 ただし、機械式継手及び溶接継手の場合のあきは、構造図による。 ただし、機械式継手及び溶接継手の場合のあきは、構造図による。 ただし、機械式継手及び溶接継手の場合のあきは、構造図による。 ただし、機械式継手及び溶接継手の場合のあきは、構造図による。 

図4.1　鉄筋相互のあき及び間隔図4.1　鉄筋相互のあき及び間隔図4.1　鉄筋相互のあき及び間隔図4.1　鉄筋相互のあき及び間隔図4.1　鉄筋相互のあき及び間隔図4.1　鉄筋相互のあき及び間隔図4.1　鉄筋相互のあき及び間隔

　　　　(ⅲ)　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬ　及びＬ　は、表3.4に示す長さとする。　　　　(ⅲ)　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬ　及びＬ　は、表3.4に示す長さとする。　　　　(ⅲ)　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬ　及びＬ　は、表3.4に示す長さとする。　　　　(ⅲ)　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬ　及びＬ　は、表3.4に示す長さとする。　　　　(ⅲ)　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬ　及びＬ　は、表3.4に示す長さとする。　　　　(ⅲ)　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬ　及びＬ　は、表3.4に示す長さとする。　　　　(ⅲ)　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬ　及びＬ　は、表3.4に示す長さとする。

平成平成平成平成平成平成平成 年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課３１３１３１３１３１３１３１
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構造関係共通図（配筋標準図（１））構造関係共通図（配筋標準図（１））構造関係共通図（配筋標準図（１））構造関係共通図（配筋標準図（１））構造関係共通図（配筋標準図（１））構造関係共通図（配筋標準図（１））構造関係共通図（配筋標準図（１））

交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事
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図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋図7.9　腹筋および幅止め筋

（ｄ）腹筋及び幅止め筋（ｄ）腹筋及び幅止め筋（ｄ）腹筋及び幅止め筋（ｄ）腹筋及び幅止め筋（ｄ）腹筋及び幅止め筋（ｄ）腹筋及び幅止め筋（ｄ）腹筋及び幅止め筋

（１）一般の梁は、図7.9による。（１）一般の梁は、図7.9による。（１）一般の梁は、図7.9による。（１）一般の梁は、図7.9による。（１）一般の梁は、図7.9による。（１）一般の梁は、図7.9による。（１）一般の梁は、図7.9による。

図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）図7.8　あばら筋の割付け（その３）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

（１）連続小梁の場合は、図7.10による。（１）連続小梁の場合は、図7.10による。（１）連続小梁の場合は、図7.10による。（１）連続小梁の場合は、図7.10による。（１）連続小梁の場合は、図7.10による。（１）連続小梁の場合は、図7.10による。（１）連続小梁の場合は、図7.10による。

（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。（注）１．図示のない場合は、（１）による。

（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。

図7.13　片持梁主筋の定着図7.13　片持梁主筋の定着図7.13　片持梁主筋の定着図7.13　片持梁主筋の定着図7.13　片持梁主筋の定着図7.13　片持梁主筋の定着図7.13　片持梁主筋の定着

　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

（ａ）片持梁主筋の定着及び余長（ａ）片持梁主筋の定着及び余長（ａ）片持梁主筋の定着及び余長（ａ）片持梁主筋の定着及び余長（ａ）片持梁主筋の定着及び余長（ａ）片持梁主筋の定着及び余長（ａ）片持梁主筋の定着及び余長

（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。（ｂ）単独小梁の場合は、図7.11による。

　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

（ｃ）あばら筋は、7.2による。（ｃ）あばら筋は、7.2による。（ｃ）あばら筋は、7.2による。（ｃ）あばら筋は、7.2による。（ｃ）あばら筋は、7.2による。（ｃ）あばら筋は、7.2による。（ｃ）あばら筋は、7.2による。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。（注）１．図示のない事項は、7.1による。

（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。（１）先端に小梁のない場合は、図7.12による。

（ｂ）あばら筋は、7.2による。（ｂ）あばら筋は、7.2による。（ｂ）あばら筋は、7.2による。（ｂ）あばら筋は、7.2による。（ｂ）あばら筋は、7.2による。（ｂ）あばら筋は、7.2による。（ｂ）あばら筋は、7.2による。

（１）壁配筋の重ね継手及び定着の長さは、重ね継手長さをＬ　、定着長さをＬ　とする。（１）壁配筋の重ね継手及び定着の長さは、重ね継手長さをＬ　、定着長さをＬ　とする。（１）壁配筋の重ね継手及び定着の長さは、重ね継手長さをＬ　、定着長さをＬ　とする。（１）壁配筋の重ね継手及び定着の長さは、重ね継手長さをＬ　、定着長さをＬ　とする。（１）壁配筋の重ね継手及び定着の長さは、重ね継手長さをＬ　、定着長さをＬ　とする。（１）壁配筋の重ね継手及び定着の長さは、重ね継手長さをＬ　、定着長さをＬ　とする。（１）壁配筋の重ね継手及び定着の長さは、重ね継手長さをＬ　、定着長さをＬ　とする。

（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。

１１１１１１１

（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

２２２２２２２

図8.1　壁の配筋図8.1　壁の配筋図8.1　壁の配筋図8.1　壁の配筋図8.1　壁の配筋図8.1　壁の配筋図8.1　壁の配筋

（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項

（３）EW○○、EKW○○、ERW○○の配筋はW○○、KW○○、RW○○に同じで、かぶり厚さ、定着長さ（３）EW○○、EKW○○、ERW○○の配筋はW○○、KW○○、RW○○に同じで、かぶり厚さ、定着長さ（３）EW○○、EKW○○、ERW○○の配筋はW○○、KW○○、RW○○に同じで、かぶり厚さ、定着長さ（３）EW○○、EKW○○、ERW○○の配筋はW○○、KW○○、RW○○に同じで、かぶり厚さ、定着長さ（３）EW○○、EKW○○、ERW○○の配筋はW○○、KW○○、RW○○に同じで、かぶり厚さ、定着長さ（３）EW○○、EKW○○、ERW○○の配筋はW○○、KW○○、RW○○に同じで、かぶり厚さ、定着長さ（３）EW○○、EKW○○、ERW○○の配筋はW○○、KW○○、RW○○に同じで、かぶり厚さ、定着長さ

　　　及び継手長さは、3.1、4.1による。　　　及び継手長さは、3.1、4.1による。　　　及び継手長さは、3.1、4.1による。　　　及び継手長さは、3.1、4.1による。　　　及び継手長さは、3.1、4.1による。　　　及び継手長さは、3.1、4.1による。　　　及び継手長さは、3.1、4.1による。

（４）打増し部分に、壁及びスラブ等が取り付く場合は、壁及びスラブ筋等の定着長さには打ち増し部分（４）打増し部分に、壁及びスラブ等が取り付く場合は、壁及びスラブ筋等の定着長さには打ち増し部分（４）打増し部分に、壁及びスラブ等が取り付く場合は、壁及びスラブ筋等の定着長さには打ち増し部分（４）打増し部分に、壁及びスラブ等が取り付く場合は、壁及びスラブ筋等の定着長さには打ち増し部分（４）打増し部分に、壁及びスラブ等が取り付く場合は、壁及びスラブ筋等の定着長さには打ち増し部分（４）打増し部分に、壁及びスラブ等が取り付く場合は、壁及びスラブ筋等の定着長さには打ち増し部分（４）打増し部分に、壁及びスラブ等が取り付く場合は、壁及びスラブ筋等の定着長さには打ち増し部分

直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合直交する梁へ斜めに定着する場合

7.3　小梁7.3　小梁7.3　小梁7.3　小梁7.3　小梁7.3　小梁7.3　小梁

7.4　片持梁7.4　片持梁7.4　片持梁7.4　片持梁7.4　片持梁7.4　片持梁7.4　片持梁

8.1　壁8.1　壁8.1　壁8.1　壁8.1　壁8.1　壁8.1　壁

（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。

（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで

ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。

（１）形は、図7.5（イ）とする。（１）形は、図7.5（イ）とする。（１）形は、図7.5（イ）とする。（１）形は、図7.5（イ）とする。（１）形は、図7.5（イ）とする。（１）形は、図7.5（イ）とする。（１）形は、図7.5（イ）とする。

ⅰ.（イ）の場合は交互とする。ⅰ.（イ）の場合は交互とする。ⅰ.（イ）の場合は交互とする。ⅰ.（イ）の場合は交互とする。ⅰ.（イ）の場合は交互とする。ⅰ.（イ）の場合は交互とする。ⅰ.（イ）の場合は交互とする。

ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。

（２）フックの位置（２）フックの位置（２）フックの位置（２）フックの位置（２）フックの位置（２）フックの位置（２）フックの位置

（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置

7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等7.2　あばら筋等

柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁 梁梁梁梁梁梁梁

より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同より１サイズ太い鉄筋又は同

吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋吊上げ筋は、一般のあばら筋

径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと径のものを２本重ねたものと

D≦100D≦100D≦100D≦100D≦100D≦100D≦100柱柱柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁梁梁 梁梁梁梁梁梁梁

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）

ddddddd

（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） （ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ） （ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）
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P＠P＠P＠P＠P＠P＠P＠ P'＠P'＠P'＠P'＠P'＠P'＠P'＠
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腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10

幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10
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小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部

水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面

小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部

片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁

垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面

先端小梁 先端小梁 先端小梁 先端小梁 先端小梁 先端小梁 先端小梁 

先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁

片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁

片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋

折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ

片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋

折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ
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主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置

主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置

梁梁梁梁梁梁梁

主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置

断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）種別種別種別種別種別種別種別

D10-150@シングルD10-150@シングルD10-150@シングルD10-150@シングルD10-150@シングルD10-150@シングルD10-150@シングル
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D10-100@シングルD10-100@シングルD10-100@シングルD10-100@シングルD10-100@シングルD10-100@シングルD10-100@シングル

D10-200@ダブルD10-200@ダブルD10-200@ダブルD10-200@ダブルD10-200@ダブルD10-200@ダブルD10-200@ダブル

D10-150@ダブルD10-150@ダブルD10-150@ダブルD10-150@ダブルD10-150@ダブルD10-150@ダブルD10-150@ダブル

D10-200@ダブルD10-200@ダブルD10-200@ダブルD10-200@ダブルD10-200@ダブルD10-200@ダブルD10-200@ダブル

D10-150@ダブルD10-150@ダブルD10-150@ダブルD10-150@ダブルD10-150@ダブルD10-150@ダブルD10-150@ダブル

D10-200@シングルD10-200@シングルD10-200@シングルD10-200@シングルD10-200@シングルD10-200@シングルD10-200@シングル

縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋

120120120120120120120

150150150150150150150
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(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。

断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）断面図　　（mm）

D13-200@ダブルD13-200@ダブルD13-200@ダブルD13-200@ダブルD13-200@ダブルD13-200@ダブルD13-200@ダブル
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(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。

階段の配筋　階段の配筋　階段の配筋　階段の配筋　階段の配筋　階段の配筋　階段の配筋　

種別　　　　種別　　　　種別　　　　種別　　　　種別　　　　種別　　　　種別　　　　
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縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋
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≦P'＠≦P'＠≦P'＠≦P'＠≦P'＠≦P'＠≦P'＠

上下の柱断面寸法が異なる場合，上下の柱断面寸法が異なる場合，上下の柱断面寸法が異なる場合，上下の柱断面寸法が異なる場合，上下の柱断面寸法が異なる場合，上下の柱断面寸法が異なる場合，上下の柱断面寸法が異なる場合，

太い鉄筋又は同径のものを２本重太い鉄筋又は同径のものを２本重太い鉄筋又は同径のものを２本重太い鉄筋又は同径のものを２本重太い鉄筋又は同径のものを２本重太い鉄筋又は同径のものを２本重太い鉄筋又は同径のものを２本重
帯筋は，一般の帯筋より１サイズ帯筋は，一般の帯筋より１サイズ帯筋は，一般の帯筋より１サイズ帯筋は，一般の帯筋より１サイズ帯筋は，一般の帯筋より１サイズ帯筋は，一般の帯筋より１サイズ帯筋は，一般の帯筋より１サイズ

ねたものとする。ねたものとする。ねたものとする。ねたものとする。ねたものとする。ねたものとする。ねたものとする。

梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。
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（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。

図6.4　帯筋の割付け図6.4　帯筋の割付け図6.4　帯筋の割付け図6.4　帯筋の割付け図6.4　帯筋の割付け図6.4　帯筋の割付け図6.4　帯筋の割付け

一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合

図6.3　帯筋組立の形図6.3　帯筋組立の形図6.3　帯筋組立の形図6.3　帯筋組立の形図6.3　帯筋組立の形図6.3　帯筋組立の形図6.3　帯筋組立の形

（ｂ）帯筋組立の形は図6.3により、適用は特記による。（ｂ）帯筋組立の形は図6.3により、適用は特記による。（ｂ）帯筋組立の形は図6.3により、適用は特記による。（ｂ）帯筋組立の形は図6.3により、適用は特記による。（ｂ）帯筋組立の形は図6.3により、適用は特記による。（ｂ）帯筋組立の形は図6.3により、適用は特記による。（ｂ）帯筋組立の形は図6.3により、適用は特記による。

（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。

（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は

（注）１．図示のない事項については、一般の場合に同じ。（注）１．図示のない事項については、一般の場合に同じ。（注）１．図示のない事項については、一般の場合に同じ。（注）１．図示のない事項については、一般の場合に同じ。（注）１．図示のない事項については、一般の場合に同じ。（注）１．図示のない事項については、一般の場合に同じ。（注）１．図示のない事項については、一般の場合に同じ。

　　　３．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす　　　３．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす　　　３．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす　　　３．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす　　　３．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす　　　３．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす　　　３．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １１１１１１１ ２２２２２２２

（ａ）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（ａ）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（ａ）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（ａ）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（ａ）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（ａ）帯筋の種類及び間隔は、特記による。（ａ）帯筋の種類及び間隔は、特記による。

（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が

（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

　　　異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す　　　異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着す

（１）継手中心位置は、次による。（１）継手中心位置は、次による。（１）継手中心位置は、次による。（１）継手中心位置は、次による。（１）継手中心位置は、次による。（１）継手中心位置は、次による。（１）継手中心位置は、次による。

　　　上端筋：中央 　o/2以内　　　上端筋：中央 　o/2以内　　　上端筋：中央 　o/2以内　　　上端筋：中央 　o/2以内　　　上端筋：中央 　o/2以内　　　上端筋：中央 　o/2以内　　　上端筋：中央 　o/2以内

図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着図7.1　梁主筋の梁内定着

　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす　　　　上端筋：曲げ降ろす

　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。

　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内

（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。

　　　なお、定着の方法は3.1(b)(3)による。　　　なお、定着の方法は3.1(b)(3)による。　　　なお、定着の方法は3.1(b)(3)による。　　　なお、定着の方法は3.1(b)(3)による。　　　なお、定着の方法は3.1(b)(3)による。　　　なお、定着の方法は3.1(b)(3)による。　　　なお、定着の方法は3.1(b)(3)による。

（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は特記による。（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は特記による。（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は特記による。（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は特記による。（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は特記による。（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は特記による。（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は特記による。

（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。

（６）段違い梁は、図7.2による。（６）段違い梁は、図7.2による。（６）段違い梁は、図7.2による。（６）段違い梁は、図7.2による。（６）段違い梁は、図7.2による。（６）段違い梁は、図7.2による。（６）段違い梁は、図7.2による。

（ｂ）柱打ち増し部（ｂ）柱打ち増し部（ｂ）柱打ち増し部（ｂ）柱打ち増し部（ｂ）柱打ち増し部（ｂ）柱打ち増し部（ｂ）柱打ち増し部

（１）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、打（１）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、打（１）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、打（１）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、打（１）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、打（１）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、打（１）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、打

（２）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。（２）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。（２）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。（２）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。（２）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。（２）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。（２）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。

（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。

（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は特記による。（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は特記による。（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は特記による。（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は特記による。（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は特記による。（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は特記による。（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は特記による。

（３）打ち増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（３）打ち増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（３）打ち増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（３）打ち増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（３）打ち増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（３）打ち増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、（３）打ち増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、

　　　打ち増し部分を含まない。　　　打ち増し部分を含まない。　　　打ち増し部分を含まない。　　　打ち増し部分を含まない。　　　打ち増し部分を含まない。　　　打ち増し部分を含まない。　　　打ち増し部分を含まない。

図6.2　柱打増し部図6.2　柱打増し部図6.2　柱打増し部図6.2　柱打増し部図6.2　柱打増し部図6.2　柱打増し部図6.2　柱打増し部

（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項（ａ）一般事項

　　　１０ｄ以上とする。　　　１０ｄ以上とする。　　　１０ｄ以上とする。　　　１０ｄ以上とする。　　　１０ｄ以上とする。　　　１０ｄ以上とする。　　　１０ｄ以上とする。

6.2　帯筋6.2　帯筋6.2　帯筋6.2　帯筋6.2　帯筋6.2　帯筋6.2　帯筋

7.1　大梁7.1　大梁7.1　大梁7.1　大梁7.1　大梁7.1　大梁7.1　大梁
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図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

　　　きる。　　　きる。　　　きる。　　　きる。　　　きる。　　　きる。　　　きる。

（ｃ）あばら筋の割付け（ｃ）あばら筋の割付け（ｃ）あばら筋の割付け（ｃ）あばら筋の割付け（ｃ）あばら筋の割付け（ｃ）あばら筋の割付け（ｃ）あばら筋の割付け

（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。

図7.5　あばら筋組立の形図7.5　あばら筋組立の形図7.5　あばら筋組立の形図7.5　あばら筋組立の形図7.5　あばら筋組立の形図7.5　あばら筋組立の形図7.5　あばら筋組立の形

図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）図7.6　あばら筋の割付け（その１）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。

図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）図7.7　あばら筋の割付け（その２）

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。
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図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長図7.12　片持梁主筋の定着及び余長
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図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁図7.2　段違い梁
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　　　２．柱・梁接合部の帯筋間隔は構造図による。構造図にない場合は、上図※による。　　　２．柱・梁接合部の帯筋間隔は構造図による。構造図にない場合は、上図※による。　　　２．柱・梁接合部の帯筋間隔は構造図による。構造図にない場合は、上図※による。　　　２．柱・梁接合部の帯筋間隔は構造図による。構造図にない場合は、上図※による。　　　２．柱・梁接合部の帯筋間隔は構造図による。構造図にない場合は、上図※による。　　　２．柱・梁接合部の帯筋間隔は構造図による。構造図にない場合は、上図※による。　　　２．柱・梁接合部の帯筋間隔は構造図による。構造図にない場合は、上図※による。
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表8.1　壁の配筋表8.1　壁の配筋表8.1　壁の配筋表8.1　壁の配筋表8.1　壁の配筋表8.1　壁の配筋表8.1　壁の配筋

表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋

（ｄ）帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は（ｄ）帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は（ｄ）帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は（ｄ）帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は（ｄ）帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は（ｄ）帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は（ｄ）帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は による。による。による。による。による。による。による。

　　　　　なお、P ＠　、P ＠は、　　　　　なお、P ＠　、P ＠は、　　　　　なお、P ＠　、P ＠は、　　　　　なお、P ＠　、P ＠は、　　　　　なお、P ＠　、P ＠は、　　　　　なお、P ＠　、P ＠は、　　　　　なお、P ＠　、P ＠は、 された帯筋の間隔を示す。された帯筋の間隔を示す。された帯筋の間隔を示す。された帯筋の間隔を示す。された帯筋の間隔を示す。された帯筋の間隔を示す。された帯筋の間隔を示す。
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（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）
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　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。
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図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。
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図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長
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15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長）15d(余長）15d(余長）15d(余長）15d(余長）15d(余長）15d(余長） ２２２２２２２ｂｂｂｂｂｂｂＬＬＬＬＬＬＬ Ｌ (定着)Ｌ (定着)Ｌ (定着)Ｌ (定着)Ｌ (定着)Ｌ (定着)Ｌ (定着)
連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端

３３３３３３３ｈｈｈｈｈｈｈＬＬＬＬＬＬＬ

 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0外端外端外端外端外端外端外端 連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端 /6 /6 /6 /6 /6 /6 /6 7777777 /12/12/12/12/12/12/12  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4  /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4

 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0

 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4  /2 /2 /2 /2 /2 /2 /2  /4 /4 /4 /4 /4 /4 /4

２２２２２２２ ２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)ｂｂｂｂｂｂｂ ｂｂｂｂｂｂｂＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

３３３３３３３ｈｈｈｈｈｈｈ ３３３３３３３ｈｈｈｈｈｈｈＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

 0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0  0 0 0 0 0 0 0 /6 /6 /6 /6 /6 /6 /6 2222222  /3 /3 /3 /3 /3 /3 /3  /6 /6 /6 /6 /6 /6 /6 端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部端部

 0 0 0 0 0 0 0

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋
下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

２２ ２２ ２２ ２

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ =45゜=45゜=45゜=45゜=45゜=45゜=45゜・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

立面立面立面立面立面立面立面平面平面平面平面平面平面平面

（ｂ）壁の配筋は表8.1により、種別は（ｂ）壁の配筋は表8.1により、種別は（ｂ）壁の配筋は表8.1により、種別は（ｂ）壁の配筋は表8.1により、種別は（ｂ）壁の配筋は表8.1により、種別は（ｂ）壁の配筋は表8.1により、種別は（ｂ）壁の配筋は表8.1により、種別は による。による。による。による。による。による。による。

による。による。による。による。による。による。による。

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬＬＬＬＬＬ

　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　５．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。

２２２２２２２

２２２２２２２

２２２２２２２ ２２２２２２２

２２２２２２２２２２２２２２

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

　　　６．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　６．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　６．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　６．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　６．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　６．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。　　　６．梁主筋のカットオフ位置は構造図による。構造図に無い場合は上記による。

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長) 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)

20d(余長）20d(余長）20d(余長）20d(余長）20d(余長）20d(余長）20d(余長） 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長) 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長) 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)

図示図示図示図示図示図示図示

（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により、種別は（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により、種別は（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により、種別は（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により、種別は（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により、種別は（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により、種別は（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により、種別は図示図示図示図示図示図示図示

平成平成平成平成平成平成平成 年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課３１３１３１３１３１３１３１

令和　　年　　月令和　　年　　月令和　　年　　月令和　　年　　月令和　　年　　月令和　　年　　月令和　　年　　月令和　　年　　月令和　　年　　月令和　　年　　月令和　　年　　月令和　　年　　月令和　　年　　月令和　　年　　月

令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　

３３３３３３３ ３３３３３３３
NONONONONONONO

松松松松松松松本本本本本本本琢琢琢琢琢琢琢史史史史史史史建建建建建建建築築築築築築築設設設設設設設計計計計計計計事事事事事事事務務務務務務務所所所所所所所

松松松松松松松号号号号号号号一一一一一一一級級級級級級級建建建建建建建築築築築築築築士士士士士士士大大大大大大大臣臣臣臣臣臣臣登登登登登登登録録録録録録録第第第第第第第333333322222222222222999999944444447777777 本本本本本本本琢琢琢琢琢琢琢史史史史史史史
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構造関係共通図（配筋標準図（２））構造関係共通図（配筋標準図（２））構造関係共通図（配筋標準図（２））構造関係共通図（配筋標準図（２））構造関係共通図（配筋標準図（２））構造関係共通図（配筋標準図（２））構造関係共通図（配筋標準図（２））

交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事



（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。（２）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。

図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋図8.2　壁の交差部及び端部の配筋図8.2　壁の交差部及び端部の配筋図8.2　壁の交差部及び端部の配筋図8.2　壁の交差部及び端部の配筋図8.2　壁の交差部及び端部の配筋図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は特記による。（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は特記による。（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は特記による。（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は特記による。（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は特記による。（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は特記による。（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3、Ｂ形は表8.4とし、適用は特記による。

　　　なお、耐震壁の補強筋は、特記による。　　　なお、耐震壁の補強筋は、特記による。　　　なお、耐震壁の補強筋は、特記による。　　　なお、耐震壁の補強筋は、特記による。　　　なお、耐震壁の補強筋は、特記による。　　　なお、耐震壁の補強筋は、特記による。　　　なお、耐震壁の補強筋は、特記による。

（ａ）壁開口部の補強（ａ）壁開口部の補強（ａ）壁開口部の補強（ａ）壁開口部の補強（ａ）壁開口部の補強（ａ）壁開口部の補強（ａ）壁開口部の補強

表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）表8.3　壁開口部補強筋（Ａ形）

表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）表8.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）

（ｄ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。（ｄ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。（ｄ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。（ｄ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。（ｄ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。（ｄ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。（ｄ）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。

（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。１１１１１１１

図9.1　スラブの配筋図9.1　スラブの配筋図9.1　スラブの配筋図9.1　スラブの配筋図9.1　スラブの配筋図9.1　スラブの配筋図9.1　スラブの配筋

（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

片持スラブの配筋は、次による。片持スラブの配筋は、次による。片持スラブの配筋は、次による。片持スラブの配筋は、次による。片持スラブの配筋は、次による。片持スラブの配筋は、次による。片持スラブの配筋は、次による。

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。

8.2　壁の補強8.2　壁の補強8.2　壁の補強8.2　壁の補強8.2　壁の補強8.2　壁の補強8.2　壁の補強

9.1　スラブ9.1　スラブ9.1　スラブ9.1　スラブ9.1　スラブ9.1　スラブ9.1　スラブ

9.2　片持スラブ9.2　片持スラブ9.2　片持スラブ9.2　片持スラブ9.2　片持スラブ9.2　片持スラブ9.2　片持スラブ

端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13
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       又は梁にＬ 定着する。       又は梁にＬ 定着する。       又は梁にＬ 定着する。       又は梁にＬ 定着する。       又は梁にＬ 定着する。       又は梁にＬ 定着する。       又は梁にＬ 定着する。
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 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋） 短辺方向（主筋）

全域全域全域全域全域全域全域
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出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部

土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋

壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別

W18，W20W18，W20W18，W20W18，W20W18，W20W18，W20W18，W20

W12，W15W12，W15W12，W15W12，W15W12，W15W12，W15W12，W15

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋　配筋種別　配筋種別　配筋種別　配筋種別　配筋種別　配筋種別　配筋種別

図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）図9.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）図9.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）

（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。

図9.6　先端に壁が付く場合の配筋図9.6　先端に壁が付く場合の配筋図9.6　先端に壁が付く場合の配筋図9.6　先端に壁が付く場合の配筋図9.6　先端に壁が付く場合の配筋図9.6　先端に壁が付く場合の配筋図9.6　先端に壁が付く場合の配筋

（i） 補強の配筋は特記により、配筋方法は、図9.7による。（i） 補強の配筋は特記により、配筋方法は、図9.7による。（i） 補強の配筋は特記により、配筋方法は、図9.7による。（i） 補強の配筋は特記により、配筋方法は、図9.7による。（i） 補強の配筋は特記により、配筋方法は、図9.7による。（i） 補強の配筋は特記により、配筋方法は、図9.7による。（i） 補強の配筋は特記により、配筋方法は、図9.7による。

（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は特記による。（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は特記による。（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は特記による。（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は特記による。（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は特記による。（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は特記による。（ii）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は特記による。

（３）出隅部（３）出隅部（３）出隅部（３）出隅部（３）出隅部（３）出隅部（３）出隅部

　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部

　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。

（ｂ）屋根スラブの補強（ｂ）屋根スラブの補強（ｂ）屋根スラブの補強（ｂ）屋根スラブの補強（ｂ）屋根スラブの補強（ｂ）屋根スラブの補強（ｂ）屋根スラブの補強

図9.8　スラブ開口部の補強配筋図9.8　スラブ開口部の補強配筋図9.8　スラブ開口部の補強配筋図9.8　スラブ開口部の補強配筋図9.8　スラブ開口部の補強配筋図9.8　スラブ開口部の補強配筋図9.8　スラブ開口部の補強配筋

（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と同量の（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と同量の（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と同量の（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と同量の（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と同量の（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と同量の（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と同量の

　　 鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に　　 鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に　　 鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に　　 鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に　　 鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に　　 鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に　　 鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に

（ａ）スラブ開口部の補強（ａ）スラブ開口部の補強（ａ）スラブ開口部の補強（ａ）スラブ開口部の補強（ａ）スラブ開口部の補強（ａ）スラブ開口部の補強（ａ）スラブ開口部の補強

スラブ開口部の補強は、特記による。スラブ開口部の補強は、特記による。スラブ開口部の補強は、特記による。スラブ開口部の補強は、特記による。スラブ開口部の補強は、特記による。スラブ開口部の補強は、特記による。スラブ開口部の補強は、特記による。

１１１１１１１

　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。

  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。

（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強

（ｄ）土間コンクリートの補強（ｄ）土間コンクリートの補強（ｄ）土間コンクリートの補強（ｄ）土間コンクリートの補強（ｄ）土間コンクリートの補強（ｄ）土間コンクリートの補強（ｄ）土間コンクリートの補強

図9.10　打継ぎ補強配筋図9.10　打継ぎ補強配筋図9.10　打継ぎ補強配筋図9.10　打継ぎ補強配筋図9.10　打継ぎ補強配筋図9.10　打継ぎ補強配筋図9.10　打継ぎ補強配筋

（注）ａ≦300の場合（注）ａ≦300の場合（注）ａ≦300の場合（注）ａ≦300の場合（注）ａ≦300の場合（注）ａ≦300の場合（注）ａ≦300の場合

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。（注）１．壁配筋は、8.1（ｃ）による。

　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3

　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。３３３３３３３

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

9.3　スラブ等の補強9.3　スラブ等の補強9.3　スラブ等の補強9.3　スラブ等の補強9.3　スラブ等の補強9.3　スラブ等の補強9.3　スラブ等の補強

10.1　片持スラブ形階段10.1　片持スラブ形階段10.1　片持スラブ形階段10.1　片持スラブ形階段10.1　片持スラブ形階段10.1　片持スラブ形階段10.1　片持スラブ形階段

10.2　二辺固定スラブ形階段10.2　二辺固定スラブ形階段10.2　二辺固定スラブ形階段10.2　二辺固定スラブ形階段10.2　二辺固定スラブ形階段10.2　二辺固定スラブ形階段10.2　二辺固定スラブ形階段
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図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋
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図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋図9.9　出隅及び入隅部の補強配筋
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表9.1　Ｓ形配筋表9.1　Ｓ形配筋表9.1　Ｓ形配筋表9.1　Ｓ形配筋表9.1　Ｓ形配筋表9.1　Ｓ形配筋表9.1　Ｓ形配筋

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ
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(D13)(D13)(D13)(D13)(D13)(D13)(D13)

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋
３３３３３３３ＬＬＬＬＬＬＬ (D13)(D13)(D13)(D13)(D13)(D13)(D13) ｂｂｂｂｂｂｂ ｂｂｂｂｂｂｂＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ
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一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合

ｂｂｂｂｂｂｂＬＬＬＬＬＬＬ
受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋 ２２ ２２ ２２ ２

ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ(D16)(D16)(D16)(D16)(D16)(D16)(D16)

２２２２２２２ＬＬＬＬＬＬＬ

耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合

（１）片持スラブの配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別及び（１）片持スラブの配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別及び（１）片持スラブの配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別及び（１）片持スラブの配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別及び（１）片持スラブの配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別及び（１）片持スラブの配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別及び（１）片持スラブの配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別及び

表9.2　ＣＳ形配筋表9.2　ＣＳ形配筋表9.2　ＣＳ形配筋表9.2　ＣＳ形配筋表9.2　ＣＳ形配筋表9.2　ＣＳ形配筋表9.2　ＣＳ形配筋

表10.1　片持スラブ形階段の配筋表10.1　片持スラブ形階段の配筋表10.1　片持スラブ形階段の配筋表10.1　片持スラブ形階段の配筋表10.1　片持スラブ形階段の配筋表10.1　片持スラブ形階段の配筋表10.1　片持スラブ形階段の配筋

表10.2　二辺固定スラブ形配筋表10.2　二辺固定スラブ形配筋表10.2　二辺固定スラブ形配筋表10.2　二辺固定スラブ形配筋表10.2　二辺固定スラブ形配筋表10.2　二辺固定スラブ形配筋表10.2　二辺固定スラブ形配筋

（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、、、、、、、 による。による。による。による。による。による。による。

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は特記による。特記による。特記による。特記による。特記による。特記による。特記による。

（３）土間コンクリート補強筋(DC）の配筋及びコンクリート厚さは（３）土間コンクリート補強筋(DC）の配筋及びコンクリート厚さは（３）土間コンクリート補強筋(DC）の配筋及びコンクリート厚さは（３）土間コンクリート補強筋(DC）の配筋及びコンクリート厚さは（３）土間コンクリート補強筋(DC）の配筋及びコンクリート厚さは（３）土間コンクリート補強筋(DC）の配筋及びコンクリート厚さは（３）土間コンクリート補強筋(DC）の配筋及びコンクリート厚さは による。による。による。による。による。による。による。

（４）スラブの配筋（Ｓ形配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、（４）スラブの配筋（Ｓ形配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、（４）スラブの配筋（Ｓ形配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、（４）スラブの配筋（Ｓ形配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、（４）スラブの配筋（Ｓ形配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、（４）スラブの配筋（Ｓ形配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、（４）スラブの配筋（Ｓ形配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、 による。による。による。による。による。による。による。

　　　スラブ厚さは、　　　スラブ厚さは、　　　スラブ厚さは、　　　スラブ厚さは、　　　スラブ厚さは、　　　スラブ厚さは、　　　スラブ厚さは、 による。による。による。による。による。による。による。

　　  土間コンクリートの補強筋は、　　  土間コンクリートの補強筋は、　　  土間コンクリートの補強筋は、　　  土間コンクリートの補強筋は、　　  土間コンクリートの補強筋は、　　  土間コンクリートの補強筋は、　　  土間コンクリートの補強筋は、 による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。

片持スラブ形階段の配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、片持スラブ形階段の配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、片持スラブ形階段の配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、片持スラブ形階段の配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、片持スラブ形階段の配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、片持スラブ形階段の配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、片持スラブ形階段の配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、 による。による。による。による。による。による。による。

二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、 ににににににに

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

(注)　配力筋は全てD10-200@とする。(注)　配力筋は全てD10-200@とする。(注)　配力筋は全てD10-200@とする。(注)　配力筋は全てD10-200@とする。(注)　配力筋は全てD10-200@とする。(注)　配力筋は全てD10-200@とする。(注)　配力筋は全てD10-200@とする。

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

図示図示図示図示図示図示図示

平成平成平成平成平成平成平成 年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課年度版　　　　　高知県土木部建築課３１３１３１３１３１３１３１
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令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　令和　２年　７月改正　
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松松松松松松松本本本本本本本琢琢琢琢琢琢琢史史史史史史史建建建建建建建築築築築築築築設設設設設設設計計計計計計計事事事事事事事務務務務務務務所所所所所所所

松松松松松松松号号号号号号号一一一一一一一級級級級級級級建建建建建建建築築築築築築築士士士士士士士大大大大大大大臣臣臣臣臣臣臣登登登登登登登録録録録録録録第第第第第第第333333322222222222222999999944444447777777 本本本本本本本琢琢琢琢琢琢琢史史史史史史史
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構造関係共通図（配筋標準図（３））構造関係共通図（配筋標準図（３））構造関係共通図（配筋標準図（３））構造関係共通図（配筋標準図（３））構造関係共通図（配筋標準図（３））構造関係共通図（配筋標準図（３））構造関係共通図（配筋標準図（３））

交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事交通安全こどもセンタートイレ改築工事



2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

なしなしなしなしなしなしなし

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

なしなしなしなしなしなしなし

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋 溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網 配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図

2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13 2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@2-6φ-100@

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13

4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

4-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D19

4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋

4-D134-D134-D134-D134-D134-D134-D13
先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋

(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。

(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。

(３)  孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Ｄの範囲には設けて(３)  孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Ｄの範囲には設けて(３)  孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Ｄの範囲には設けて(３)  孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Ｄの範囲には設けて(３)  孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Ｄの範囲には設けて(３)  孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Ｄの範囲には設けて(３)  孔の上下方向の位置は梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端より1/3Ｄの範囲には設けて

(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除

(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。

(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開

(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。

      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。      なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋
種別種別種別種別種別種別種別

H1H1H1H1H1H1H1

H2H2H2H2H2H2H2

なしなしなしなしなしなしなし

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

なしなしなしなしなしなしなし なしなしなしなしなしなしなし

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋 横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋 上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋上下縦筋 配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図

H3H3H3H3H3H3H3

H4H4H4H4H4H4H4

H5H5H5H5H5H5H5

H6H6H6H6H6H6H6

4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13

H7H7H7H7H7H7H7

4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

4-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D19

4-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D22

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13
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図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

（ａ）梁貫通孔は、次による。（ａ）梁貫通孔は、次による。（ａ）梁貫通孔は、次による。（ａ）梁貫通孔は、次による。（ａ）梁貫通孔は、次による。（ａ）梁貫通孔は、次による。（ａ）梁貫通孔は、次による。

（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、配筋種別は特記による。（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、配筋種別は特記による。（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、配筋種別は特記による。（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、配筋種別は特記による。（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、配筋種別は特記による。（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、配筋種別は特記による。（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.3により、配筋種別は特記による。

表11.1　H形配筋表11.1　H形配筋表11.1　H形配筋表11.1　H形配筋表11.1　H形配筋表11.1　H形配筋表11.1　H形配筋

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

表11.3　MH形配筋表11.3　MH形配筋表11.3　MH形配筋表11.3　MH形配筋表11.3　MH形配筋表11.3　MH形配筋表11.3　MH形配筋

表11.2　M形配筋表11.2　M形配筋表11.2　M形配筋表11.2　M形配筋表11.2　M形配筋表11.2　M形配筋表11.2　M形配筋

（１）控壁の配置は、特記による。（１）控壁の配置は、特記による。（１）控壁の配置は、特記による。（１）控壁の配置は、特記による。（１）控壁の配置は、特記による。（１）控壁の配置は、特記による。（１）控壁の配置は、特記による。

（ａ）控壁は、次による。（ａ）控壁は、次による。（ａ）控壁は、次による。（ａ）控壁は、次による。（ａ）控壁は、次による。（ａ）控壁は、次による。（ａ）控壁は、次による。

（２）配筋は、図11.4による。（２）配筋は、図11.4による。（２）配筋は、図11.4による。（２）配筋は、図11.4による。（２）配筋は、図11.4による。（２）配筋は、図11.4による。（２）配筋は、図11.4による。

図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）

（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.5による。（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.5による。（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.5による。（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.5による。（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.5による。（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.5による。（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.5による。
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図11.3 他の開孔を設けない範囲図11.3 他の開孔を設けない範囲図11.3 他の開孔を設けない範囲図11.3 他の開孔を設けない範囲図11.3 他の開孔を設けない範囲図11.3 他の開孔を設けない範囲図11.3 他の開孔を設けない範囲

11.1　梁貫通孔11.1　梁貫通孔11.1　梁貫通孔11.1　梁貫通孔11.1　梁貫通孔11.1　梁貫通孔11.1　梁貫通孔

11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い

　　　く。　　　く。　　　く。　　　く。　　　く。　　　く。　　　く。

図11.2　補強筋の定着長さ図11.2　補強筋の定着長さ図11.2　補強筋の定着長さ図11.2　補強筋の定着長さ図11.2　補強筋の定着長さ図11.2　補強筋の定着長さ図11.2　補強筋の定着長さ

ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ
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（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

パラペットの配筋は、図11.6により、コンクリート厚さ、配筋は特記による。パラペットの配筋は、図11.6により、コンクリート厚さ、配筋は特記による。パラペットの配筋は、図11.6により、コンクリート厚さ、配筋は特記による。パラペットの配筋は、図11.6により、コンクリート厚さ、配筋は特記による。パラペットの配筋は、図11.6により、コンクリート厚さ、配筋は特記による。パラペットの配筋は、図11.6により、コンクリート厚さ、配筋は特記による。パラペットの配筋は、図11.6により、コンクリート厚さ、配筋は特記による。

図11.6　パラペットの配筋図11.6　パラペットの配筋図11.6　パラペットの配筋図11.6　パラペットの配筋図11.6　パラペットの配筋図11.6　パラペットの配筋図11.6　パラペットの配筋

11.3　パラペット11.3　パラペット11.3　パラペット11.3　パラペット11.3　パラペット11.3　パラペット11.3　パラペット
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図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋
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特 記 仕 様 書 　 （ 木 工 事 ） 　 軸 組 工 法

ただし、多雪区域内（「建築基準法施行令第８６条第２項ただし書の規定より特定行政庁が指定する区域」以下同じ）においては

２，継手は、柱及び床下換気孔の位置は避ける。

腰掛鎌継ぎ 腰掛あり継ぎ金輪継ぎ

込栓

火打土台は次のいずれかによる。

1.木材の火打土台とする場合は、次による。

イ.断面寸法は45mm×90mm以上とする。

2.鋼製火打とする場合は、特記による。

3.火打土台を省略する場合は、下記による。

火打土台

土台

土台火打土台

土台

傾ぎ大入れほぞ差し

土台

土台

火打土台

傾ぎ胴付きホルト締め

Ｎ90釘2本打ち

傾ぎ入れ

土台

火打土台

１，断面寸法は柱と同じ寸法以上とし１２０㎜×１２０mmを標準とする。

１０５mm×１０５mm以上とする。

イ.床下地板の品質は、構造用合板のＪＡＳに適合するもので種類は1類とし厚さ12mm以上、パ－ティクルボ－ドの

ロ.床下地板の張り方は、床下地板の長手方向を根太と直交させ、且つ千鳥張りとし土台及び大引に20mm以上のせて釘打ちとする。

ＪＩＳに適合するもので種類は13Ｐまたは13Ｍ以上とし厚さ15mm以上、又は構造用パネルのＪＡＳに適合するものとする。

床下地板は根太等の受け材上で突付継ぎとする。

ハ.床下地材の釘打ちは床下地材の4周辺をＮ50釘を用い釘打ち間隔150mm以下で、根太、大引、土台及び受け材に平打ちして固定する。

　□ 構造部材は、集成材を仕様する。梁（E105-F300）

辺材が含まれる木材は、どの樹種においても、防腐・防蟻措置を行うことが望ましい。

土台に接する外壁の下端には水切りを設ける。

土  台

本工事における構造の骨組（架構体）,下地骨組,造作,仕上げの木工事に適用する。

甲種構造材（構造用Ⅰ）

（短辺が9㎝未満の横物）

□ 一級 □ 二級 □ 三級 □ 一級 □ 二級 □ 三級 □ 一級 □ 二級 □ 三級

（短辺が9㎝以上の横物）

甲種構造材（構造用Ⅱ）

（柱材など）

乙種構造材

特記事項は   印の付いたものを適用する。

又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。

（１）合板の品質は、構造用合板若しくは普通合板等のＪＡＳに適合するもの又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。

それぞれの日本工業規格（ＪＩＳ）に適合するもの又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。

それぞれの日本工業規格（ＪＩＳ）に適合するもの又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。

□ 乾燥材 Ｄ２５ □ 乾燥材 Ｄ２０ □ 乾燥材 Ｄ１５

※ 特記なき場合は乾燥材Ｄ２５（含水率２５％以下）とする。

□ ひのき

工　　法

□ 保存処理製材

仕   口

襟輪小根柄差し

小根柄
割楔 土台

□

継  手 □□□

材 種

□ ひのき

工　　法

□ □

（90mm×90mm以上） （90mm×90mm以上） （90mm×45mm以上）

仕   口

未乾燥材

±１．０mm

ＪＡＳによる乾燥材

材の短辺及び長辺

表示寸法と許容誤差

９０mm以上

＋３．０～０mm

３６mm以上９０mm未満

＋２．０～０mm

３６mm未満

＋１．０～０mm

９０mm以上

±１．５mm

９０mm未満

□

土台

□

片蟻掛け

土台

□

土台

土台

大入れ蟻掛け 大入れ柄差し

割楔

□

柱の柄穴

土台

土台

□

材   種

部   位一般事項

木材の品質

乾 燥

指定寸法

材料検査

諸金物

その他(　　　　　　　)

その他(　　　　　　　)

防腐、防虫処理

□ ひば □ くり □ べいひば □ こうやまき

□ べいまつ □ ひば □ べいひば □ べいつが

□ 行わない □ 行なう （                      ）防蟻処理

３.

及び下地材が木質の場合も防腐剤塗とする。

４.

■

□

　梁（E120-F330）

□ すぎ

５．仕口を固める楔，栓は堅木とする。又雇い材は骨組材と同材以上または堅木とする。

６．構造用に用いる集成材は、構造用集成材のＪＡＳに適合若しは化粧ばり集成材のＪＡＳに適合するもの

７．各種ボード類

１.素材及び製材の品質は、日本農林規格（ＪＡＳ）の規定がある場合は、すべてこの規格に適合したものとする。

２.構造材に用いる製材の品質は、構造用製材のＪＡＳに適合したものまたは製材のＪＡＳで定める１等以上とする。

３.見掛かりの造作用柱,板用製材の品質は、製材のＪＡＳで定める上小節以上のものとし,心持材の場合は背割りを行ったものとする。

４.目視等級区分の針葉樹構造用製材規格については以下の通りＪＡＳによる。

（２）構造用パネルの品質は、構造用パネルのＪＡＳに適合するもの又はこれらと同等以上の性能を有するものとする。

（３）ハードボード、硬質木片セメント板、シージングボード、石膏ボード、及びラスシートの品質は

（４）パーティクルボード、ＭＤＦ（ミディアム・デンシティ・ファイバーボード）の品質は

１．木材の工事現場搬入時の含水率は下記による。

２．針葉樹材についてはＪＡＳ区分に準じ、以下の通りとする。

３．天然乾燥材については、乾燥材Ｄ２５（含水率２５％）を目標とし、係員の承諾を得る。

１．木材の寸法については、ＪＡＳに準じて、材長の不足は認めない。断面寸法については下記による。

１．構造材については、係員の検査を受けた後施工するものとする。

２．その他の材についてはその都度係員の承諾を得るものとする。

土台と基礎や軸組相互の端部などの構造耐力上主要な部分である継手・仕口などは接合金物等を使用し効率よく緊結する。

接合金物は品質及び耐力等の性能が明らかで良質なものを選択する。（Ｚマーク表示金物）及びＺマーク表示金物同等認定品以上とする。

１．防腐剤は、ＪＩＳＫ２４３９（クレオソート油、加工タール・タールビッチ）によるクレオソート油とする。

２．外部モルタル塗となる下地板等の面は地盤面より高さ１．０ｍまでと、台所、浴室等、湿気のある場所の軸組

■

■

■

■

■

■ ■

■

NO
工事名

図面名 SCALE

松号

TAKUJI AM TSUMOTO Architect＆Associates

一級建築士大臣登録第322947 本琢史

松本琢史建築設計事務所

MatsumotoCHECKED  BY DRAWN   BY

特記仕様書（木工事）軸組工法 (1)

 ※ 木材は高知県産材を使用すること。

B - 06

□

■ 火打金物

□

□ 土台用加圧式防腐処理木材 その他(　　　　　　　　　　)

交通安全こどもセンタートイレ改築工事



特 記 仕 様 書 　 （ 木 工 事 ） 　 軸 組 工 法

１，断面寸法は90㎜×90mmを標準とする。

腰掛あり継ぎ 相欠き継ぎ

１，断面寸法は90㎜×90mmを標準とする。

柱

１，断面寸法は45㎜×45mmを標準とする。

２，継手は、床束芯から150mm内外持ち出し、Ｎ75釘2本打ちとする。

２，継手は、上部仕口は、補強金物にて緊結する。

３．鋼製・合成樹脂製等の束とする場合は、各製造所の仕様による。

２，根太間隔は、畳敷の場合は450mm内外とし、その他の場合は300㎜内外とする。

１，断面寸法は45㎜×90mmを標準とする。

□ ひのき

場合は45mm×105mmを標準とする。

又はかすがい 又はかすがい

間　柱

□ 鋼製束

工　　法

材 　種

仕　　口 □

土台

大入れ蟻掛け

□

土台

大引 大引

腰掛け蟻

□

土台

大引

乗せ掛け

土台

大引

添え束

柱

□

註 上記仕口はいずれもＮ75釘2本斜め打ちとする。

継  　手 □

工　　法

材 　種

□ 合成樹脂製束

仕　　口

工　　法

材 　種

□□継　　手

Ｎ75釘２本斜め打ち

床束

突付け継ぎ

Ｎ90釘２本平打ち

大引

床束

大引

置き渡し

Ｎ75釘２本斜め打ち

床束

大引

Ｎ75釘２本斜め打ち

渡あご掛け

床束

大引

大入れ落しこみ

根太受け金物

□

□ □ □ □ □

認定仕口金物

長 ほ ぞ 平 ほ ぞ 短 ほ ぞ 小根ほぞ 扇 ほ ぞ 

□

その他

□

その他

□ あかまつ □ くろまつ

仕　 口

工　　法

材 　種

□ べいまつ

３，留めつけは、柱,間柱当たりにＮ75釘２本を平打ちする。

２，継手は、柱芯で突付け継ぎとし、Ｎ75釘2本を平打ちとする。

材 　種

□ べいつが □ 化粧貼構造用集成材 □ 

(見えがかり)

(見え隠れ)

□ ひのき □ べいつが

□ すぎ

材 　種

□ その他(　　　　　　)

道切りほぞ差し

床束

大引

かすがい

□

Ｎ75釘２本斜め打ち

床束

大引

□

びんた延ばし

Ｎ65釘２本平打ち

床束

大引

突付け

□

Ｎ75釘２本斜め打ち

平金物SN-12

大引

目違いほぞ差し

□

床束

Ｎ75釘２本斜め打ち

平金物SN-12

大引

鋼製束

根　　太

部　　位

大　　引

床　　組

床　　束

部   位

根太掛け

工　　法

□ ひのき □ ひば □ べいまつ □ すぎ □ あかまつ□ べいつが

□ ひのき □ べいまつ □ べいつが □ アピトン

□ ひのき □ べいつが □ からまつ□ くろまつ□ あかまつ

□ ひのき □ すぎ

□ すぎ □ 構造用積層材

□ ひのき □ べいまつ □ べいつが □ くろまつ □ からまつ □ あかまつ

工　　法

上下とも大入れ、Ｎ75釘を斜め打ちする。

□ からまつ □ べいつが

□ その他(　集成材　　　　)

□ その他(　集成材　　　　)

□ すぎ

□ その他(　WWKD　　　　)

１，柱の断面寸法は120㎜×120㎜以上とし、145㎜×145㎜を標準とする。

ほぞ寸法は、(３５mmｘ８５mm）とする。
通柱(E120.F375）強度等級
管柱(E95.F315）強度等級

■

□ ひば □ べいまつ □ べいつが □ すぎ □ あかまつ □ くろまつ □ からまつ

ただし、２階床の床梁間隔が900mm内外の場合は45mm×60mm以上とし、また２階梁間隔又は１階大引間隔がそれぞれ1.800mm内外の

２，通し柱の断面寸法は、120㎜×120㎜を標準とする。

３，階数が２以上の住宅における通し柱の断面寸法は、120㎜×120㎜とする。

４．隅柱(出隅、入隅)の断面寸法は、120㎜×120㎜以上とする。

５，横架材との仕口は、特記なき限り上下とも長柄差し込み栓打ちとする。

６，隅柱の下部は、特記なき限り短ほぞ差しとし、かど金物(CP･L)当て釘打ちとする。

７，筋かいの下端部が取り付く柱と横架材との仕口は柱の上下とも長ほぞ差しとし、込み栓打ちとする。

８，隅柱と土台との仕口は特記による。ただし、筋かいの取付隅柱については別に特記する。

９，上記５～８は、プレカット標準加工とする。

１，横架材との仕口は、上部ほぞ差し下部突付けとし、下部はＮ75釘2本を斜め打ちする。

２，筋かい当たりは、間柱を欠き、Ｎ75釘2本を平打ちする。

３，通し貫当たりは、添付てＮ65釘2本を平打ちする。

□

NO
工事名

図面名 SCALE

松号

TAKUJI AM TSUMOTO Architect＆Associates

一級建築士大臣登録第322947 本琢史

松本琢史建築設計事務所

MatsumotoCHECKED  BY DRAWN   BY

特記仕様書（木工事）軸組工法 (2)

B - 07

□

□

□

■

■

□

交通安全こどもセンタートイレ改築工事



特 記 仕 様 書 　 （ 木 工 事 ） 　 軸 組 工 法

（浮上り・移動防止）

ｺｰﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ＋CPQﾋﾞｽ

90mm×90㎜以上を用いたたすき掛け筋かい

間柱

90×90

部   位

材 種

1，断面寸法は、荷重の状態、スパン、梁間隔等を勘案して構造計算等により適切なもの特記する。

胴　差

け　た

工　法

部　位

構造用パネル□ □ パーティクルボード12mm以上 ハードボード5mm以上□ 

筋かいによる耐力壁

耐力壁 材　種

(かたぎ大入れ短ほぞ差し)

(B)

柱
し
通

胴 差
羽子板ﾎﾞﾙﾄ(SB)

羽子板ﾎﾞﾙﾄ(SB)

柱
し
通

2階
梁

2階
梁

通
し
柱

(A)

胴 差

し
柱

通

T 字 仕 口

2階梁

羽子板ﾎﾞﾙﾄ(SB)

仕  口

大せん

(洋　風)

継  手

□ 火打金物

工　　法 火打梁は次のいずれかによる。

イ.断面寸法は90mm×90mm以上とする。

材 種火打梁

1.木材の火打梁とする場合は、次による。

大壁造の面材耐力壁において、面材の四隅を切り欠いて

山形プレートを柱と横架材に直接釘打ちする場合は

下図のように近傍に釘の増し打ちをする。

Ｎ50＠150mm

釘の増し打ちN50

構造用合板等

釘間隔

200mm以内

アンカーボルト

胴つなぎ

間柱

横架材

6mm以上

大壁造の面材耐力壁

柱

筋かいプレート
　　BP-2

角根平頭ボルト
M12

ホールダウン金物

　（S-HD20）

筋かい

筋かいプレート

　　BP-2

45ｘ90

ホールダウン金物
　（S-HD20）

告示1460号 2項の金物

告示1460号 １項の金物

告示1460号 2項の金物

筋かいによる耐力壁

「１類」は室内に使用する。

1.面材による耐力壁は、面材の種類により釘の種類・間隔が異なるので、告示1100号に適合していることを確認する。

大壁造の面材耐力壁

断面は４５mmｘ１００mm以上とする。

(追掛大せん継ぎ) 2階ばり継手（台持継ぎ）

告示1460号 2項の金物

告示1460号 １項の金物

アンカーボルト

200mm以内

告示1460号 １項の金物

両面打ち

筋かい

間柱

たすき掛け筋かい交差部

N75釘

筋かい

間柱

Ｍ12ボルト締め

筋かい

□ べいまつ

□ べいまつ □ べいつが □ くろまつ □ すぎ □ あかまつ

□ ひのき

通しﾎﾞﾙﾄ

通しﾎﾞﾙﾄ 片引ﾎﾞﾙﾄ

構造用合板9.0mm以上

Ｎ50＠150mm

□ ひのき

□ すぎ

2階床梁

□すぎ□対称異等級構成集成材（E105F300.)強度等級

□ べいつが □ くろまつ □ からまつ □ くろまつ □ あかまつ □ つが □ ひのき

2，継手は梁及び筋違いを受ける柱間を避け、柱より150mm内外持ち出した位置に設ける。

3，横架材の中央部分付近の下側に耐力上支障のある欠込みをしてはならない。

4，柱又は、横架材との仕口部分は補強金物にて緊結する。

ロ．梁・胴差・桁等との仕口は、傾ぎ大入れとし、六角ボルト閉めとする。

但し、梁・胴差・桁等の上端又は下端に取付ける場合は、渡りあご又はすべりあごとし

いずれも六角ボルト締めとする。

2.鋼製火打とする場合は、特記による。

3.火打梁を省略する場合は、火打土台の項に準じる。

□ その他　(　　　　　　)

木造筋かい  

2.見付け平使いとし、上下端部の仕口は告示１４６０号に適合した方法とする。

3.筋かいが間柱と取り合う部分は、間柱を筋かいの厚さだけ欠きとって筋かいを通す。

2.柱と横架材の接合部は、特記なき限り　告示１４６０号による金物等により補強する。

3.構造用面材は横張り又は縦張りとする場合で、やむをえず、梁，柱等以外で継ぐ場合は、

4.構造用合板については、屋外に面する壁、及び常時湿潤状態になる恐れのある壁には「特類」を使用し、

5.１階及び２階部の上下同位置に構造用面材の耐力壁を設ける場合は、胴差部において、構造用面材相互間に、６mm以上のあきを設ける。

1.断面寸法は45mmｘ90mm以上とする。

筋かい30ｘ90
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特 記 仕 様 書 　 （ 木 工 事 ） 　 軸 組 工 法

Ｎ65を3本以上

径12mm以上のボルト締め

鋼板1.6mm

Ｎ65を4本以上
径12mm以上のボルト
ＺＳ５０を７本以上

鋼板2.2mm

径12mmのボルト

長ほぞ

3.構造用面材のホルムアルデヒト゛の発散量に関する品質については、特記による。

基礎

土台

柱
筋かい

部   位

構造用合板等

柱

受材

受材

こみ栓

土台
こみ栓

横架材
こみ栓

こみ栓

構造用合板等

3
00

mm

6
10

mm

61
0m

m

61
0
mm

61
0m

m
30

0m
m

　
以

内
　

以
内

　
以

内

　
以

内
　

以
内

　
以

内

貫

柱

貫

土台

こみ栓

受材

受材

釘N75＠300mm柱

100程度
土台

アンカーボルト

くさび

貫

かど金物
CP・T

受材

間柱

受材

釘N75＠300mm

受材

柱

間柱

貫

かど金物
CP・T

（受材タイプ） （貫タイプ）

耐力壁

真壁造の面材耐力壁

（受材タイプ）

（貫タイプ）

その他の貫の間隔は61cm以下とする。

接合金物

筋かい端部の接合 (告示　１４６０号１項)

鋼板添え板を用い

釘３本平打ち、柱に対して釘３本平打ち、横架材に対して釘４本平打ちしたもの。

厚さ２.２mm以上の鋼板添え板を用い、筋かいに対して径１２mm以上のボルト及び

基礎

土台

柱

イ

基礎

土台

柱Ｎ６５を５本以上

Ｎ６５を５本以上

筋かい

９φ

ロ

基礎

土台

柱
筋かい

Ｎ５０を５本以上

Ｎ５０を５本以上

柱

土台

基礎

ホ

筋かい

部　位

こみ栓

ハ ニ

1.面材による耐力壁は、面材の種類により釘の種類・間隔が異なるので、告示1897号に適合していることを確認する。

2.柱と横架材の接合部は、特記なき限り　告示１４６０号による金物等により補強する。

1．受材は30mmｘ40mm以上とする。

2.受材は、柱及び梁、桁、土台、その他の横架材にN75以上の釘を30ｃｍ以下の間隔で平打ちとする。

3.構造用面材は、受け材並びに間柱及び胴つなぎ等に留めつける。

4.構造用面材を受材以外で継ぐ場合は、間柱又は胴つなぎ等の断面は45mmｘ65mm以上とする。

1.貫は15mmｘ90mm以上とする。

2.貫は5本以上設ける。

3.最上段の貫とその直上の横架材との間隔及び最下段の貫とその直下の横架材との間隔は、おおむね30cm以下とし、

4.貫を柱に差し通す場合は、両面からくさび締め又は釘打ちとする。

5.貫の継手は、おおむね柱心で突付けとする。

6.柱との仕口は、柱の径の1/2程度差し込みくさび締め又は釘打ちとする。

7.構造用面材は、貫に確実に留めつける。

8.構造用面材を継ぐ場合は、貫上で行なう。

イ.径９mmの鉄筋

ロ.１.５cm×９cmの木材の筋かい

ハ.３cm×９cmの木材の筋かい

二.４.５cm×９cmの木材の筋かい

ホ.９cm×９cmの木材の筋かい

厚さ１．６mm以上の鋼板添え板を用い、筋かいに対して径１２mm以上のボルト及び

平打ちしたもの。

柱及び横架材を欠き込み、柱及び横架材の双方にＪＩＳ規定鉄丸釘Ｎ６５を５本以上

柱又は横架材にＪＩＳ規定鉄丸釘ＣＮ９０を８本以上打ち付けたもの。

柱又は、横架材（柱や土台）貫通し、三角座金を介してナット締め、

長さ５０mm以上のスクリュー釘７本平打ち、柱及び横架材に対してそれぞれ長さ５０mm以上の

スクリュー釘５本平打ちしたもの。

柱又は横架材に、ＪＩＳ強度区分４.６の径１２mmのボルトを用いて一面せん断接合とすること。

胴つなぎ

継手間柱
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(かすがい打ち)

□  構造計算により決定する。

柱頭・柱脚の仕口の接合 (告示 １４６０号２項)

ろ
に

ち ち

は
は

ろ

ろ

ほ

ろ

ろ

ろ

ろ
は

ほ
ろ

と
に

ろ

ぬ
と ろ

と

ろ

に

に

と

ろ

ろ

は

と ろ

に

と

と

柱

柱

接合金物

かど金物(CP･L)

イ．短ほぞ差しかど金物 ２枚当て釘打ち

隅柱と土台の仕口の施工例（筋かいの取り付く柱）

接合金物の取付・施工は、平成１２年建設省告示代１４６０号を順守し施工する。

接合金物使用条件

けた

胴差 胴差

土台

筋かい

：筋かいの取り付かない柱と横架材の仕口位置

：筋かいの取り付かない隅柱と横架材の仕口位置

仕口の分類 (筋かいが取り付かない柱の場合)

柱と横架材

隅柱と土台の仕口の施工例（筋かいの取り付く柱は除く）

１階管柱と２階の柱の緊結

金物（ホールドダウン金物）で緊結する。

けた

胴差 胴差

土台

筋かい

：筋かいの上端部が取り付く柱と横架材の仕口位置

：筋かいの下端部が取り付く柱と横架材の仕口位置

：筋かいの取り付く隅柱と土台の仕口位置

仕口の分類 (筋かいが取り付く柱の場合)

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物
かど金物(CP･L) 込み栓 (18×18程度) 土台 かど金物

堅木　(楢、樫)

イ．短ほぞ差しかど金物 ニ．落としありかど金物２枚 当て釘打ち２枚当て釘打ち ロ．長ほぞ差し込み せん釘打ち

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物

土台 かど金物

ハ．落としありかど金物２枚 当て釘打ちロ．ﾎｰﾙﾄﾞﾀﾞｳﾝ金物による緊結

接合金物

ハ．ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物による緊結

柱 柱柱柱

山形ﾌﾟﾚｰﾄ (VP) (CP・T)かど金物 ひら金物 (SM-12)込み栓 (18×18程度)
堅木　(楢、樫)

イ．柱短ほぞをし、山形ﾌﾟﾚｰﾄ ロ．短柱ほぞ差しかど金物 ニ．短柱ほぞ差しひら金物 当て釘打ちハ．長ほぞ差し込みせん打ち当て釘打ち

（VP)当て釘打ち

柱の両端部と横架材の仕口の施工例（筋かいの取り付く柱）

柱 柱

山形ﾌﾟﾚｰﾄ (VP) かど金物 (CP・T) 込み栓 (18×18程度)

堅木　(楢、樫)
ひら金物 (SM-12)

柱柱

イ．柱短ほぞをし、山形ﾌﾟﾚｰﾄ ロ．短柱ほぞ差しかど金物 ニ．短柱ほぞ差しひら金物 当て釘打ちハ．長ほぞ差し込みせん打ち当て釘打ち

（VP)当て釘打ち

柱の端部と横架材の仕口の施工例（筋かいの取り付く柱は除く）

柱 柱柱柱

山形ﾌﾟﾚｰﾄ (VP) (CP・T)かど金物 ひら金物 (SM-12)込み栓 (18×18程度)
堅木　(楢、樫)

イ．柱短ほぞをし、山形ﾌﾟﾚｰﾄ ロ．短柱ほぞ差しかど金物 ニ．短柱ほぞ差しひら金物 当て釘打ちハ．長ほぞ差し込みせん打ち当て釘打ち

（VP)当て釘打ち

部   位部　　位

横架材 横架材 横架材 横架材

横架材 横架材

横架材 横架材

■

接合金物は、Ｚマーク表示金物、又はＺマーク表示金物同等認定品とする。

筋かい接合金物は、建設省告示１４６０号対応金物の内より筋かい寸法に合わせ、

納まりを考慮し最良のものを使用する。

外周部の主要な隅角部の柱及び構造計算による引き抜き応力が大きい２階の柱は、１階の管柱と接合
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い ろ は に ほ

に へ

へに ほはろ

へにはろい

と

と

ち

ち

り

り

ぬ

ぬ

部   位

短ざく金物Ｓ

中間箇所金物施工箇所標準図

基礎

土台

柱

基礎

土台

柱

横架材

柱

柱

上端箇所金物施工箇所標準図

　 ホールダウン金物　S-HD10×2

横架材

柱

基礎

土台

柱

横架材

柱

横架材

柱

横架材

柱
かど金物　ＣＰ・Ｌ
太めくぎ　ＺＮ65（10本）

横架材

柱
山型 プレート　ＶＰ
太めくぎ　ＺＮ90（8本）

太め釘　ＺＮ90　8本太め釘　ＺＮ65　10本

横架材

柱

柱

横架材

六角ボルト　Ｍ12

羽子板ボルト　Ｍ12
ホールダウン金物　耐力10Ｋｎ

六角ボルト　Ｍ12

引寄せボルト　Ｍ16

フラットボルト　Ｍ12

引寄せボルト　Ｍ16

ホールダウン金物　耐力10Ｋｎ

柱

横架材

柱

柱 バネ付座金　Ｗ4.5
フラット角ボルト　Ｍ12

リングネイル　ＦＲＮ55
フラット型 短ざく金物

横架材

柱

柱

FS-360/82220
　柱・・・六角ボルト　Ｍ12*2

梁・・・リングネイル　ＦＲＮ55*2
バネ座金　Ｗ4.5*2

両引きボルト　Ｍ16

フラット角根ボルト　Ｍ12*2本*2
六角ナット　Ｍ16*2個

六角ナット　Ｍ12*2個*2
バネ付丸座金　Ｗ 4.5*2枚*2

短ざく金物

六角ナット　Ｍ12*23本太め釘　ＺＮ90　8本
山型 プレート　ＶＰ 柱・・・六角ボルト　Ｍ12*2

梁・・・スクリュー釘　ＺＳ50　

太め釘　ＺＮ65　10本
かど金物　ＣＰ・Ｌ

基礎

土台

柱

両引き羽子板金物　Ｍ12

Ｚ山型 プレート　ＶＰ
太めくぎ　ＺＮ90（8本）かど金物　ＣＰ・Ｌ

太めくぎ　ＺＮ65（10本）

基礎

土台

柱

かすがい

横架材

柱

フラットボルト　Ｍ12

ホールダウン金物　耐力10Ｋｎ
角座付引寄せボルト　Ｍ16

かど金物　ＣＰ・Ｌ
太めくぎ　ＺＮ65（10本）

山型 プレート　ＶＰ
太めくぎ　ＺＮ90（8本）

角座金　Ｗ 4.5×40×2

ホールダウン金物　S-HD10両引き羽子板金物(Ｌ型 羽子板金物)

柱・・・六角ボルト　Ｍ12

バネ付丸座金　Ｗ4.5
六角ナット　Ｍ12

土台・・丸座金付ボルト　Ｍ12
バネ付丸座金　Ｗ4.5
六角ナット　Ｍ12

基礎・土台部分金物施工箇所標準図

柱・・・フラット角根ボルト　Ｍ12*2本

六角ナット　Ｍ16
土台・・角座金付ボルト　Ｍ16

六角ナット　Ｍ12*2個
フラット丸座金　*2枚

１５０ｍｍ以内

かすがい かど金物　ＣＰ・Ｌ 山型 プレート　ＶＰ 羽子板ボルト　SB-F2.SB-E2

六角ナット　Ｍ１２
角座金　Ｗ 4.5×40

六角ナット　Ｍ１２

羽子板ボルト　SB-F2.SB-E2

柱・・・六角ボルト　Ｍ１２

梁・・・角座付ボルト　Ｍ１２
角座金　Ｗ 4.5×40

柱・・・六角ボルト　Ｍ１２

梁・・・角座付ボルト　Ｍ１２

六角ナット　Ｍ１２
角座金　Ｗ 4.5×40
スクリュー釘　ＺＳ５０

六角ナット　Ｍ１２
角座金　Ｗ 4.5×40

柱・・・六角ボルト　Ｍ12
六角ナット　Ｍ12
角座金　Ｗ 4.5×40

角座金　Ｗ 4.5×40
梁・・・六角ナット　Ｍ12

角座金付ボルト　Ｍ16
六角ナット　Ｍ16*2個
フラット角根ボルト　Ｍ12*2本
六角ナット　Ｍ12*2個
バネ付丸座金　Ｗ 4.5*2枚

２階隅柱緊結金物施工箇所標準図

ホールダウン金物　S-HD10羽子板ボルト　SB-F2

かすがい かど金物　ＣＰ・Ｌ 山型 プレート　ＶＰ

太め釘　ＺＮ90　8本太め釘　ＺＮ65　10本

かすがい

部　　位

金　物 金　物

アンカーボルト　M16　L=450

通し柱・胴差２階隅通し柱・胴差緊結金物施工箇所標準図
緊結金物施工箇所標準図

横架材 横架材

隅通し柱

横架材

　

通し柱

かね折り金物　ＳＡ
短ざく金物　Ｓ

スクリュー釘　ＺＳ50
六角ボルト　Ｍ12

六角ボルト　Ｍ12*2本

角座金　Ｗ4.5*40*2枚
六角ナット　Ｍ12*2個

スクリュー釘　ＺＳ50*2本

スクリュー釘　ＺＳ50

六角ボルト　Ｍ12

六角ボルト　Ｍ12*2本

角座金　Ｗ4.5*40*2枚
六角ナット　Ｍ12*2個

スクリュー釘　ＺＳ50*3本

柱

基礎

土台

横架材

柱

柱
フラットボルト　Ｍ12

引寄せボルト　Ｍ16

バネ付丸座金　Ｗ4.5*3枚*2

フラット角根ボルト　Ｍ12*3本*2
六角ナット　Ｍ12*3個*2

六角ナット　Ｍ16*2個
両引きボルト　Ｍ16

ホールダウン金物　Ｓ－ＨＤ15*2

ユニアンカーボルト　Ｍ16

フラットボルト　Ｍ12 柱

基礎

土台

横架材

柱

柱

バネ付丸座金　Ｗ4.5*4枚*2
六角ナット　Ｍ12*4個*2
フラット角根ボルト　Ｍ12*4本*2
六角ナット　Ｍ16*2個
両引きボルト　Ｍ16

ホールダウン金物　Ｓ－ＨＤ20*2

フラットボルト　Ｍ12

ホールダウン金物　耐力20Ｋｎ

引寄せボルト　Ｍ16

フラットボルト　Ｍ12

ホールダウン金物　耐力20Ｋｎ

ユニアンカーボルト　Ｍ16

柱

基礎

土台

ユニアンカーボルト　Ｍ１６

横架材

柱

柱

バネ付丸座金　Ｗ4.5*5枚*2
六角ナット　Ｍ12*5個*2

六角ナット　Ｍ16*2個
フラット角根ボルト　Ｍ12*5本*2

両引きボルト　Ｍ16

ホールダウン金物　Ｓ－ＨＤ25*2

フラットボルト　Ｍ12

ホールダウン金物　耐力25Ｋｎ

引寄せボルト　Ｍ16

ホールダウン金物　耐力25Ｋｎ

フラットボルト　Ｍ12

六角ナット　Ｍ16
土台・・ユニアンカーボルト　Ｍ16

フラット丸座金*3枚
六角ナット　Ｍ12*3個

柱・・・フラット角根ボルト　Ｍ12*3本

ホールダウン金物　Ｓ－ＨＤ15

土台・・ユニアンカーボルト　Ｍ16
フラット丸座金　*4枚
六角ナット　Ｍ12*4個

柱・・・フラット角根ボルト　Ｍ12*4本
ホールダウン金物　Ｓ－ＨＤ20

六角ナット　Ｍ16 土台・・ユニアンカーボルト　Ｍ16
フラット丸座金　*5枚
六角ナット　Ｍ12*5個

柱・・・フラット角根ボルト　Ｍ12*5本

ホールダウン金物　Ｓ－ＨＤ25

六角ナット　Ｍ16

専用角ビットビス TB-66D　15本

ホールダウン金物　耐力35Ｋｎ

柱

引寄せボルト　Ｍ16

横架材

両引きボルト　Ｍ16
六角ナット　Ｍ16*2個
専用角ビットビス TB-66D　15本*2

柱

ホールダウン金物　Ｓ－ＨＤ35*2

ホールダウン金物　耐力15Ｋｎ

ホールダウン金物　耐力15Ｋｎ

柱

土台

基礎

柱・・・専用角ビットビス TB-66D　15本
土台・・ユニアンカーボルト　Ｍ16

六角ナット　Ｍ16

ホールダウン金物　Ｓ－ＨＤ35

専用角ビットビス TB-66D　15本

ホールダウン金物　耐力35Ｋｎ
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特 記 仕 様 書 　 （ 木 工 事 ） 　 軸 組 工 法

金　物金　物

（右ひねり及び左ひねり）

折曲げ金物

くら金物

かど金物

ＳＴ

（右ひねりのみ）

ＳＦ

ＳＳ

ＣＰ・Ｌ

ＣＰ・Ｔ

種類・記号

ひねり金物

　形状・寸法（単位mm）

　使用接合具
用途・使い方

接　　　　　合　　　　　金　　　　　物

90,
120

15
0

20

20

ＳＴ－１５

太めくぎ　ＺＮ４０

【寸法・形状】 【用途】たるきと軒げた、または、もやとの接合

【使い方】

【寸法・形状】

【使い方】

右ひねり
左ひねり

太めくぎ　ＺＮ４０

20 40

80

 垂木

 軒桁

折曲げ金物
ＳＦ

ＳＦ（右ひねり）

 垂木

 軒桁

折曲げ金物
ＳＦ

ＳＦ（左ひねり）

【使い方】

 垂木

 軒桁

 垂木

 軒桁

【用途】ひねり金物と同様の用途

【用途】ひねり金物と同様の用途

くら金物

ＳＳ

ＳＳ 軒先側の取付け例 ＳＳ 棟側の取付け例

ＳＳ
くら金物

【寸法・形状】

太めくぎ　ＺＮ４０

75

10
0

17
5

18

50

t1.6

t1.6

t1.6

t1.2

【寸法・形状】 【用途】引張りをうける柱と土台・横架材の接合

（右ひねり） （左ひねり）

ＳＴ－９,ＳＴ－１２

使用接合部◎

使用接合部

使用接合部

◎

◎

太めくぎ　ＺＮ６５

2
00

25

25

t2.3

150

150

2
00

25

25

CP･L CP･T

t2.3

使用接合部◎

 垂木

 軒桁

ひねり金物
ST-9,ST-12

勾配５/１０以上

垂木

ひねり金物

 桁

【使い方】

ＣＰ・Ｔ

横架材

筋かい

かど金物
CP･T

柱

かど金物
CP･T

CP･L

柱

ｅ１
ｅ２

≒

土台 土台

柱

かど金物

ｅ１
ｅ２
ｅ　ｅ１ ２

ＣＰ・Ｌ

隅柱

CP･L

アンカ－
ボルトＡ

かど金物

土台

65 3

130
40

160

t1.6

L

40t3.2

L

L=210・240・270

　　300・345

13
0

L

M12

40

t3.2

L=280・310・340

　　370・400・430

◎使用接合具

　太めくぎZN65

◎使用接合具

　六角ボルトM12

　六角ナットM12

　角座金W4.5×40

　スクリューくぎZS50

　六角ナットM12

　小型角座金W2.3×30

　角根平頭ボルトM12

種類・記号
　形状・寸法（単位mm）

　使用接合具
用途・使い方

接　　　　　合　　　　　金　　　　　物

99
0

t2.3

65

◎使用接合具

　平くぎZF55

　小型角座金W2.3×30

　六角ボルトM12

　六角ナットM12

　角座金W4.5×40

25

120

t2.3

◎使用接合具

　太めくぎZN65

40
0

t2.3

25

◎使用接合具

　太めくぎZN65

◎使用接合具

　六角ボルトM12

　六角ナットM12

　角座金W4.5×40

　スクリューくぎZS50

【寸法・形状】

【寸法・形状】

【寸法・形状】

【寸法・形状】

【寸法・形状】

【寸法・形状】

◎用途　床組及び小屋組の隅角部の補強

◎用途 　かすがいと同様の用途

◎用途 　管柱の連結等

◎用途 　筋かいを柱と横架材に

　同時に接合角根平頭ボルトM12

◎用途 　小屋ばりと軒桁　軒桁と柱、胴差と　通し柱の連結

◎用途 　通し柱と胴差の取合

柱

横架材

軒げた 羽子板ボルト

はり

横架材 横架材

隅通し柱

柱

柱

19
0

羽子板ボルト

SB・E

かね折り金物

筋かいプレート

ＨＢ

火打金物

ＳＭ-12

ひら金物

ひら金物

ＳＭ-40

ＳＡ

ＢＰ

部　位 部   位

NO
工事名

図面名 SCALE

松号

TAKUJI AM TSUMOTO Architect＆Associates

一級建築士大臣登録第322947 本琢史

松本琢史建築設計事務所

MatsumotoCHECKED  BY DRAWN   BY

特記仕様書（木工事）軸組工法 (7)

B - 12
交通安全こどもセンタートイレ改築工事



特 記 仕 様 書 　 （ 木 工 事 ） 　 軸 組 工 法

工　法

材 種

工　法

材 種

桁行すじかい
　　・振れ止め 材 種

工　法

工　法

□ すぎ　　　　□ あかまつ　　□ くろまつ　　□ べいまつ　　□ からまつ　　□ べいつが

垂木当たりの欠き込みを考慮して適切な断面寸法とし、継手は束の位置を避け、持ち出し

材 種

工　法

材 種

継手及び仕口の参考例

小屋ばりの継手

（台持継ぎ）

小屋ばりと軒げたとの仕口

（かぶとあり） （渡たりあご）

小屋ばり

けた

小屋ばり

軒げた

柱

はり

けた

軒げた
はり

敷げた

たる木

ひねり金物

横架材

むな木

小屋づか

振れ止め

小屋ばり

小屋ばり

振れ止めの断面寸法は貫程度とする。

野地板
タルキ

母屋

小屋貫＠1820以内

小屋ばり

小屋束

小屋ばり

柱

軒げた

□ その他　(　　　　　　)

小屋組

小屋束

垂　木

棟木・母屋

棟木・母屋

垂　木

部　位

小屋梁

部  位

１，末口150mm以上の丸太の継手は、受材上で台持継ぎとし、下木に太柄2本を植え込み、

はり（丸太）　　　　□ べいまつ　　□ くろまつ　　□ あかまつ

Ｎ50釘２本を平打ち

桁行筋違い

Ｎ50釘２本を平打ち

はり

軒げた 羽子板ボルト軒げた 羽子板ボルト

小屋はり

(大入れあり掛け)

たる木とひねり金物の施工例

（注）羽子板ボルトについては、施工性を

　　　を一定間隔ごとに交互に緊結する。

　　　考えて、軒げたとはり、軒げたと柱

■

■

■

２，六角ボルト(M12)2本締めとする。受け材当たりは渡りあごとし、手違いかすがい打ちとする。

はり（その他）　　　□ 構造用集成材　　□ くろまつ　　□ あかまつ　　□ からまつ

□ その他　(　　　　　　)

■

３，末口150mm以下の丸太の継手は、受け材上でやりちがいとし、六角ボルト(M12)2本締めとする。

４，受け材当たりは渡りあごとし、手違いかすがい打ちとする。

５，軒桁又は敷桁との仕口は、かぶと蟻掛け又は渡りあごとし、羽子板ボルト締めとする。

□ すぎ　　　　□ あかまつ　　□ くろまつ　　□ べいまつ　　□ からまつ　　□ べいつが

上部・下部の仕口は、短柄差しとし、かすがい両面打ちとする。

□ べいまつ　　　　□ べいつが　　□ くろまつ　　□ あかまつ　　□ からまつ　　□ すぎ

腰掛け鎌継ぎとする。

束に添えつけ、N50釘2本打ちとする。

振れ止めの断面寸法は貫程度とする。

１，継手は乱に配置し、母屋上端でそぎ継ぎとし、釘2本打ちとする。

２，軒先部以外の留め付けは、受け材当たりN75釘で両面を斜め打ちとする。ただし、垂木のせいが45mm程度の場合は、

N100釘を脳天打ちとすることができる。

３，軒先部の留め付けは、桁へひねり金物(ST)、折曲げ金物(SF)、又はくら金物(SS)を当て釘打ちとする。

４，瓦棒葺き屋根の場合の垂木間隔は、瓦棒の留め付け幅と同一とする。
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□ その他　(すぎ)

□ その他　(すぎ)

□ その他　(すぎ)

□ その他　(すぎ)

□ ひのき　　□べいまつ　　□べいつが　　■すぎ　　□ くろまつ　　□ あかまつ　　□ からまつ

交通安全こどもセンタートイレ改築工事
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2 一般事項

3 特記事項

で混合撹拌し、所要の強度を有する改良体を造成する工法である。

本工事は、特記仕様書によるほか、「改訂版 建築物のための改良地盤の

改良厚さ、土量、位置および固化材の配合等は、土質や地盤状況により
変更することがある。
本工事に先立ち、施工計画書を提出し監督員の承諾を得るものとする。
施工計画書には次の事項を明記する。

本工法は現地地盤とセメント系固化材ジオセットとをバックホウ

(1)　工事内容（改良厚さ、土量、位置、設計基準強度等）

(4)　施工機械
(3)　施工方法（使用固化材、配合量等）

(5)　施工管理方法
(6)　品質管理方法
(7)　安全管理方法
(8)　請負業者の本工事責任者名
(9)　本工事施工業者名および施工責任者名

(1)　改良厚さ、位置等は設計図による。

1 工法概要

混合撹拌

材料散布

敷き均し

転　圧

養　生

区割り固化材配置 固化材散布 混合撹拌 バケット押さえ転圧 最終ローラー

(3)　必ず事前に配合試験を行い配合量の妥当性を確認する。

設計及び品質管理指針 平成16年4月」（(財)日本建築センター）による。

(2)　工程表

(2)　改良体の設計基準強度：Fc＝150KN/㎡

6 施　工

4 固化材配合量

7 施工管理

9 管理試験

(1)　固化材
ジオセット200（太平洋セメント株式会社）

(2)　推定配合

5 施工機械
(1)　施工機械本体は、改良厚さに見合った掘削、混合能力を有すること。

(1)　施工
改良対象地盤にマーキングしできあがった升目に改良材を散布する。
混合した改良土は、状況を見てできるだけ早期に転圧を行う。
改良土は、転圧完了後所定の強度を得るまで養生する。
施工に対して疑義が生じた場合は、直ちに監督員と協議し、その指示を受ける。
施工精度を満足しない場合は、監督員と協議しその指示を受け適切な処置をする。

施工過程における管理方法は次の通りとする。
(1)　固化材散布量

(2)　改良厚さ
混合中に機械を止めて、改良厚さをスタッフ等により測定する。

(3)　混合程度
固化材と改良対象土の色むらがなくなるまで混合する。

8 報　告

(2)　固化材散布量、改良厚さの状況写真
(3)　管理試験結果

(1)　一軸圧縮試験
1）現場採取供試体
 　500m3につき１ヶ所改良土を採取し、寸法φ5㎝х10㎝の供試体を3個/
 　箇所作成し、一軸圧縮試験を行う。
2）材令28日で各箇所の圧縮強度の平均値が設計基準強度の平均値を上回ること。

(2)　六価クロム溶出試験
　国土交通省　国官技第16号、国営建第1号（平成13年4月20日）
｢セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験要領(案)」
による六価クロム溶出試験を実施し試験結果を提出するものとする。

　　　　事前配合試験段階　　　　1検体

マーキングに基づき1tフレコンを所定面積内に均一に散布する。

(1)　施工日報（改良厚さ、位置、土量、配合量、固化材使用量等）
工事完了後、次の事項について報告書をまとめて１部を監督員に提出する。

1)　固化材量：100㎏/m3(3)　※必ず事前に配合試験を行い配合量の妥当性を確認する。

表層改良工法特記仕様書
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FG1
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FG1

FG1
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・工法　粉体式浅層混合処理工法

・改良面積　36.8ｍ2

・改良体積　18.5ｍ3

・改良厚　　 0.5ｍ

・強度　　　FC＝200kN/㎡

・固化材　　100kg/m3以上

※施工前室内配合試験を行い配合量を決定する

　（１飼料土ｘ１固化材　六価クロム溶出試験共）

　改良体よりサンプルを採取し、7日後、一軸圧縮試験を行う。

地盤改良施工範囲

地盤改良仕様
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120x240

1
20

x1
50

120x150 120x150 120x150

1
20

x1
50

1
20

x1
50

1
20

x1
50

120x150

：小屋束は全て　杉120x120　とする。

：軒桁・小屋梁は、杉としサイズは図示参照。

120x180

120x120

12
0x

12
0

12
0x

12
0

120x120 120x120 120x120

12
0x

12
0

12
0x

12
0

12
0x

12
0

120x120

120x120

1
20

x1
20

1
20

x1
20

：柱は全て　杉120x120とする。

：土台は、桧としサイズは図示参照。

：筋交いは全て　杉90x90

柱頭側

柱脚側 となることを示す。筋交向きは、

：柱頭柱脚金物を示す。金物はＺﾏｰｸ認定品とする。(と)

HB

HB

HB

HB

HB HB HB

HB

HB

HB

HB：火打ち金物(見付50mm品)を示す。
　(入口ルーバー上以外は、DP塗(黒色)を施すこと）

HB
：火打ち金物を示す。（DP塗(黒色)を施すこと）

120x150

HB HB HB HB HB HB

HB HB HB HB HB HB

：桁及び梁下の柱位置を示す。

：棟木は、杉120ｘ150とする。

：垂木は、杉45ｘ105＠303とする。

：棟木下の小屋束位置を示す。

HB

：アンカーボルトを示す。（　：M12　　：M16）
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